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【
要
旨
】
韓
国
に
あ
る
崇
実
大
学
校
韓
国
基
督
教
博
物
館
で
所
蔵
す
る
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
‘
イ
エ
ズ
ス
会
士
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が

一
六

0
三
年
に
中
国
で
刊
行
し
た
世
界
図
で
あ
る
。
こ
の
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
前
年
の
一
六

0
二
年
に
リ
ッ
チ
が
作
製
し
た
『
坤

輿
万
国
全
図
』
と
と
も
に
よ
く
知
ら
れ
た
世
界
図
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
ほ
ぼ
同
じ
形
態

の
世
界
図
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
の

内
容
を
書
誌
学
的
に
分
析
す
る
と
同
時
に
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
諸
版
本
と
比
較
し
て
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
分
析
の

結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
第
一
点
は
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
―
一
箇
所
の
地
名
が
書
き
改
め
ら
れ
て
い
た
。
書

き
改
め
ら
れ
た
地
名
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
と
イ
ス
パ
ニ
ア
内
に
記
載
す
る
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
地
名
表
記
で
あ
る
。
な
ぜ
こ

う
し
た
改
訂
が
な
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
改
訂
に
は
、
リ
ッ
チ
以
外
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
関
与
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
推
察
し
た
。

第
二
点
は
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
記
載
す
る
天
文
図
「
十
一
重
天
図
」
の
内
容
で
あ
る
。
同
天
文
図
は
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
比
較

し
て
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
最
も
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
図
は
、
天
主
が
主
宰
す
る
宇
宙
観
を
表
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
中
国
人
士
大
夫
に
は
と
う
て
い
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
は
‘

『
両
儀
玄
覧
図
』
の
内
容
を
も
と
に
し
て
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
刊
行
年
を
推
察
し
た
。
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況
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『
両
儀
玄
覧
図
』
の
内
容

―
―
-
．
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
諸
版
本

『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
万
暦
三
十
一
年
(
-
六

01
―
-
）
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
利
瑞
賓
）
が
中
国
で
刊
行
し
た
大

型
の
世
界
図
で
あ
る
。
同
固
は
、
リ
ッ
チ
が
作
製
し
た
事
実
は
知
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
前
年
の
万
暦
三
十
年
に
版
行
し
た
『
坤
輿

万
国
全
図
』
と
は
異
な
り
、
当
初
か
ら
そ
の
伝
存
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
六
年
に
な
っ
て
朝
鮮
の
江
原
道

に
住
む
黄
柄
仁
氏
が
所
蔵
し
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
と
な
り
、
に
わ
か
に
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
図
は
本

格
的
な
研
究
が
行
わ
れ
る
前
に
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

(
2
)
 

そ
の
後
、
一
九
四
九
年
に
な
る
と
、
中
国
藩
陽
に
あ
る
故
宮
で
も
『
両
儀
玄
覧
図
』
が
保
存
さ
れ
て
い
る
事
実
が
判
明
し
た
。
故

宮
で
所
蔵
し
て
い
た
も
の
は
、
黄
柄
仁
氏
所
蔵
の
も
の
と
は
異
な
り
、
着
彩
さ
れ
た
跡
が
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
六

O

年
代
に
な
る
と
、
一
時
行
方
の
不
明
で
あ
っ
た
黄
柄
仁
氏
所
蔵
の
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
幸
い
に
し
て
韓
国
に
住
む
金
良
善
氏
が
新

た
に
所
蔵
し
て
い
る
事
実
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
同
図
は
、
そ
の
後
、
金
良
善
氏
に
よ
っ
て
韓
国
の
崇
実
大
学
校
に
寄
贈
さ
れ
、
現

(
3
)

（

4
)
 

在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
こ
う
し
て
現
在
、
二
点
の
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
、

(
5
)
 

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
は
中
国
に
滞
在
し
て
い
た
一
五
年
間
に
、
都
合
五
回
に
わ
た
っ
て
世
界
図
を
作
製
し
た
と
い
う
。

そ
の
中
で
原
刊
本
の
現
存
が
確
認
で
き
る
も
の
は
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
『
両
儀
玄
覧
図
』
だ
け
で
あ
る
が
、
両
図
と
も
に
、
図

中
の
地
名
や
地
誌
、
序
文
や
跛
文
等
を
漢
語
で
記
し
、
中
国
の
知
識
人
を
意
識
し
て
、
中
国
地
域
を
図
の
中
央
に
配
置
し
て
版
刻
し

た
た
め
、
中
国
で
多
く
の
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら

(
6
)
 

そ
の
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
つ
い

(
7
)
 

て
は
、
そ
の
形
態
や
内
容
も
含
め
て
、
本
格
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
崇
実
大
学
校
韓
国
基
督
教
博
物
館
が
所
蔵
す
る
『
両
儀
玄
覧
図
』
を
も
と
に
し
て
、
同
図
の
形
態
や
書
誌
的

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
前
年
に
作
製
さ
れ
た
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
記
述
内
容
の
相
違
が
あ

る
の
か
、
ま
た
そ
う
し
た
内
容
の
相
違
は
、
如
何
な
る
理
由
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
な
の
か
、
特
に
地
名
表
記
や
天
文
図
の
違
い
を

中
心
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。

-
．
崇
実
大
学
校
所
蔵
『
両
儀
玄
覧
図
』

の
現
況

崇
実
大
学
校
韓
国
基
督
教
博
物
館
が
所
蔵
す
る
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
八
枚
の
木
版
刷
り
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
本
来
は
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
各
幅
の
下
端
片
隅
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
一
幅
」
か
ら
「
八
幅
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
幅
数

が
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
現
存
の
も
の
に
は
、
第
三
幅
に
「
三
幅
」
、
第
五
幅
に
「
五
幅
」
、
第
八
幅
に
「
八
幅
」
と
残
存

(
8
)
 

し
て
い
る
の
み
で
、
他
の
幅
数
は
破
損
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
九
三
六
年
に
撮
影
し
た
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
写
真
印
画
を
見
る
と
、
板
上
に
第
一
幅
と
第
二
幅
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二

枚
づ
つ
並
べ
て
撮
影
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
か
ら
八
枚
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ま
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
黄

柄
仁
氏
の
家
門
で
は
、
同
図
を
北
京
で
手
に
入
れ
て
か
ら
、
軸
装
や
屏
風
に
仕
立
て
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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第 1図 『両儀玄覧図』（崇実大学校韓国基督教博物館蔵）

二
五



そ
の
た
め
、

鮎
澤
信
太
郎
氏
が
調
査
し
た
段
階
で
は
、
各
幅
と
も
に
折
り
た
た
ま
れ
た
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
、
同
図
を
広

げ
て
計
測
し
た
結
果
は
、
「
紙
面
の
大
き
さ
が
縦
二

0
1
―
一
糎
、
横
五
八
・
五
糎
あ
り
、
印
刷
面
の
大
き
さ
が
縦
一
九
八
糎
、
横
五
五
・

(
9
)
 

石
糎
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
崇
実
大
学
校
が
所
蔵
す
る
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
八
枚
と
も
そ
れ
ぞ
れ
裏
打
ち
さ
れ
、
八
幅
か
ら
な
る
屏
風
に
仕
立
て

あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
第
1
図
）
。
同
図
が
一
九
六
七
年
に
崇
実
大
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
時
点
で
、
す
で
に
屏
風
に
仕
立
て
ら
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
本
来
そ
れ
ぞ
れ
折
り
た
た
ん
で
保
存
し
て
い
た
八
枚
を
、
表
装
し
て
屏
風
に
仕
立
て
た
の
は
金

(IO) 

良
善
氏
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

八
幅
の
屏
風
仕
立
て
と
な
っ
た
現
在
の
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
各
幅
の
大
き
さ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
縦
二

0
-
＼
二

01・
五
セ
ン
チ
、

横
五
六
＼
五
六
・
四
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
。
同
図
の
保
存
状
態
は
極
め
て
良
好
で
あ
る
が
、
朝
鮮
戦
争
時
、
三
ヶ
月
間
上
中
に
埋

め
ら
れ
て
い
た
影
響
も
あ
っ
て
か
、
破
損
や
汚
損
で
失
わ
れ
た
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
特
に
第
五
幅
と
第
六
幅
、
及
び
第
七
幅

と
第
八
幅
の
上
部
に
所
々
欠
漏
し
た
所
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
数
箇
所
の
土
色
の
痕
跡
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

木
版
の
刷
り
具
合
は
、
各
幅
と
も
に
決
し
て
良
好
と
は
言
え
な
い
。
特
に
第
一
幅
か
ら
第
三
幅
に
ま
た
が
っ
て
描
か
れ
て
い
る

「
南
北
亜
墨
利
加
（
ア
メ
リ
カ
）
」
で
は
、
判
読
が
困
難
な
地
名
や
註
記
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
四
幅
に
あ
る
現
在
の

北
太
平
洋
の
一
部
‘
第
五
幅
中
央
部
に
あ
る
現
在
の
南
シ
ナ
海
の
一
部
に
は
、
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
空
白
の
海
洋
部
分
も
存
在
す
る
。

こ
う
し
た
印
刷
不
鮮
明
な
箇
所
の
存
在
は
、
一
九
三
六
年
当
時
の
写
真
印
画
に
も
見
ら
れ
る
た
め
‘
当
初
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
大
洋
中
の
波
形
が
繊
細
、
且
つ
鮮
明
に
印
刷
さ
れ
、
空
白
の
部
分
が
な
い
こ
と
に
較
べ
れ
ば
、

現
存
の
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
い
さ
さ
か
印
刷
が
不
鮮
明
な
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
第
一
幅
か
ら
第
八
幅
ま
で
卵
形
図
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
五
大
陸
内
部
と
大
洋
上
に
記
載
す
る
地
名
や
註
記
の
彫
字

は
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
比
較
し
た
場
合
に
、
や
や
乱
雑
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
版
刻
が

朝

鮮

学

報
（
第
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(12) 

短
時
間
で
行
わ
れ
た
か
、
或
い
は
刻
工
の
技
量
が
さ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
如
く
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
全
八
幅
か
ら
な
る
木
版
の
大
型
の
世
界
囮
で
あ
る
が
、
そ
の
記
載
す
る
内
容

が
全
六
幅
の
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
は
少
な
か
ら
ず
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
大
凡
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

(13) 

先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
次
項
で
は
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
比
較
し
て
、
『
両
儀

玄
覧
図
』
の
各
幅
に
ど
の
よ
う
な
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
ず
そ
の
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』

の
諸
版
本
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

『
両
儀
玄
覧
図
』

の
内
容

二
七

『
両
儀
玄
覧
図
』
の
第
一
幅
に
は
、
最
上
部
右
端
に
「
雨
儀
玄
覧
瀾
」
と
題
字
が
縦
書
き
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
左
横
に
、
「
十
一
重

天
図
」
と
「
按
ズ
ル
ニ
列
宿
ノ
日
月
星
ノ
諸
天
ハ
（
按
列
宿
日
月
星
諸
天
）
」
か
ら
始
ま
る
説
明
文
が
あ
り
、
そ
の
下
に
、
「
地
卜
海

ト
ハ
モ
ト
コ
レ
円
形
ニ
シ
テ
（
地
典
海
本
是
円
形
）
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
十
四
行
に
わ
た
る
世
界
図
総
説
と
十
二
行
に
わ

た
る
「
四
行
論
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
題
字
と
「
十
一
重
天
図
」
以
外
は
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
同
様
の
内
容
で

あ
る
。
た
だ
し
、
世
界
図
総
説
に
つ
い
て
は
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
は
十
四
行
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
で
は
十
二
行
に

わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
同
文
中
の
字
句
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
八
箇
所
の
相
違
が
見

え
る
。
例
え
ば
、
そ
の
違
い
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
―
―
―
行
目
に
は
一
各
一
週
有
九
万
里
」
と
あ
る

(14) 

が
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
は
一
九
」
が
欠
落
し
て
「
各
一
週
有
万
里
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
世
界
図
総
説
の
行
数
が
十
四
行
に
増
え
た
理
由
は
、
両
図
を
比
較
す
れ
ば
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
現
存
明
刊

本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
で
は
、
題
字
の
「
坤
輿
万
国
全
図
」
と
一
地
輿
海
本
是
円
形
」
か
ら
始
ま
る
世
界
図
総
説
を
、
第
一
幅
右
端

か
ら
枠
を
設
定
し
て
行
数
と
字
数
を
計
算
し
て
版
刻
し
、
さ
ら
に
は
卵
形
図
法
に
よ
っ
て
世
界
図
を
描
い
た
た
め
に
で
き
た
四
隅
の



余
白
の
う
ち
、
第
二
幅
の
上
端
の
余
白
に
「
九
重
天
図
」
を
挿
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
第
2
図
）
。
と
こ
ろ
が
『
両
儀
玄
覧
図
』

で
は
、
お
そ
ら
く
初
め
に
第
一
幅
上
端
に
題
字
と
「
十
一
重
天
図
」
を
大
き
く
配
置
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
た
め
に

世
界
図
総
説
を
「
十
一
重
天
図
」
の
真
下
に
置
か
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
必
然
的
に
そ
の
行
数
も
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
（
第
3
図）。

な
ぜ
、
リ
ッ
チ
は
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
「
十
二
里
天
図
」
を
大
き
く
記
載
す
る
と
い
う
措
置
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
九
重

天
図
」
よ
り
も
新
知
見
を
入
れ
た
「
十
一
重
天
図
」
に
注
目
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
十
一
重
天
図
」
の

円
形
の
大
き
さ
は
、
第
八
幅
上
端
の
「
天
地
儀
」
の
円
形
の
大
き
さ
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
第
一
幅
と
第
八
幅
の
下
端
に

そ
れ
ぞ
れ
記
す
赤
道
南
北
両
半
球
図
は
小
円
で
あ
る
。
題
字
で
あ
る
「
両
儀
玄
覧
図
」
の
「
両
儀
」
と
は
、
天
と
地
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
リ
ッ
チ
は
天
文
に
関
す
る
「
十
一
重
天
図
」
と
「
天
地
儀
」
に
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
が
た
め
に
、
あ
え
て
両
固
を

よ
り
大
型
に
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
世
界
図
総
説
の
文
章
全
体
が
圧
縮
し
た
形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
「
十
一
重
天
凶
」
と
「
天
地
儀
」
を
赤
道
南
北
両
半
球
図
に
比
し
て
大
型
の
円
形
と
し
た
リ
ッ
チ
の
意
図
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
で
は
、
世
界
図
総
説
の
末
尾
に
「
利
瑞
賓
撰
」
と
記
し
、
さ
ら
に
世
界
図
総
説
全
文
の

左
方
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
円
形
の
会
章
を
載
せ
て
い
る
が
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
は
両
方
と
も
欠
い
て
い
る
。

第
一
幅
下
端
に
は
、
「
赤
道
北
地
半
球
之
囮
」
と
そ
の
説
明
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』

で
は
、
「
赤
道
北
地
半
球
之
図
」
を
第
六
幅
上
端
に
記
載
し
て
お
り
、
同
じ
第
六
幅
下
端
に
は
「
赤
道
南
地
半
球
之
図
」
を
配
置
し
て
‘

両
図
が
第
六
幅
の
上
下
で
対
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
凶
』
で
は
、
第
一
幅

の
下
端
に
「
天
地
儀
」
を
配
し
て
、
上
端
の
「
九
重
天
凶
」
と
対
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
は
、

「
赤
道
北
地
半
球
之
図
」
と
「
天
地
儀
」
の
場
所
を
そ
っ
く
り
と
入
れ
替
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
リ
ッ
チ
に
は
、
天
に
関
す
る
「
十

一
重
天
図
」
と
一
天
地
儀
」
は
上
端
に
、
地
に
関
す
る
赤
道
南
北
両
半
球
図
は
下
端
に
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ

朝

鮮

学

報
（
第
一
＿
百
六
輯
）

ニ
八
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第2図 現存明刊本『坤輿万国全図』第一幅の「九重天図」

九

第3図 『両儀玄覧図』第一幅の「十一里天図」



た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
第
一
幅
の
下
端
に
移
さ
れ
た
「
赤
道
北
地
半
球
之
図
」
は
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
記
載

す
る
同
半
球
図
（
海
陸
の
形
状
と
地
名
）
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
箇
所
だ
け
相
違
が
あ
る
。
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』

の
「
赤
道
北
地
半
球
之
図
」
で
は
、
現
在
の
イ
ン
ド
洋
上
に
「
小
西
洋
」
と
記
載
す
る
が
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
は
欠
落
し
て
い
る
。

リ
ッ
チ
、
或
い
は
刻
工
の
見
落
と
し
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
幅
に
は
、
「
南
北
亜
墨
利
加
」
と
現
在
の
西
イ
ン
ド
諸
島
、
並
び
に
そ
の
地
域
の
地
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
現
存
明
刊
本

「
坤
輿
万
国
全
図
』
で
は
、
「
北
亜
墨
利
加
」
大
陸
の
大
西
洋
側
に
大
き
く
入
り
く
ん
だ
湾
が
あ
り
、
そ
の
湾
岸
に
「
摩
可
沙
國
」
と

あ
る
が
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
は
、
た
だ
「
國
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

第
三
幅
に
は
、
現
在
の
太
平
洋
中
に
呉
中
明
の
「
郷
子
稲
中
國
」
か
ら
始
ま
る
序
文
が
あ
り
、
ま
た
南
方
の
「
墨
瓦
臓
泥
加
」
大

陸
内
に
は
「
線
論
横
度
里
分
」
が
あ
る
。
両
方
と
も
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
で
は
第
二
幅
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
呉
中

明
の
序
文
の
字
数
と
行
数
、
並
び
に
「
徳
論
横
度
里
分
」
中
の
数
字
は
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
同
様
で
あ
る
。

第
四
幅
に
は
、
太
平
洋
中
に
潟
應
京
の
序
文
、
「
墨
瓦
臓
泥
加
」
大
陸
に
常
胤
緒
の
序
文
と
玩
泰
元
の
跛
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
李
之
藻
の
序
文
、
楊
景
淳
の
序
文
、
陳
民
志
の
跛
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
は
書
き
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
常
胤
緒
の
序
文
中
、
題
字
全
体
と
本
文
初
行
の
大
部
分
と
第
二
行
の
一
部
は
完
全
に
剥
落
し
て
い
る
(
-
九
三
六
年
の
写

真
印
画
で
は
残
っ
て
い
る
）
。
こ
の
序
文
の
右
側
が
黄
土
色
に
変
色
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
剥
落
の
原
因
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
土
中
に
三
ヶ
月
間
埋
め
ら
れ
て
い
た
時
の
雨
水
に
よ
っ
て
生
じ
た
腐
食
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
五
幅
に
は
、
「
墨
瓦
臓
泥
加
」
大
陸
の
中
に
李
應
試
の
「
刻
雨
儀
玄
寛
圏
」
と
題
す
る
序
文
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
序
文

の
末
尾
に
は
「
萬
暦
癸
卯
秋
分
日
耶
蘇
教
學
子
裸
球
李
應
試
誤
」
と
あ
る
。
本
来
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
同
位
置
（
第

朝

鮮

学

報
（
第
二
百
六
輯
）

゜
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第4図 『両儀玄覧図』第五幅の朝鮮半島部分図

四
幅
）
に
は
、
利
珊
賓
の
序
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
た

が
書
き
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く

「
墨
瓦
騰
泥
加
」
大
陸
の
中
に
は
円
形
に
縁
取
り
さ

れ
た
「
看
北
極
法
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
現
存
明
刊
本

『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
見
え
る
も
の
と
同
様
で
あ
り
‘

ま
た
掲
載
す
る
場
所
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
第
五
幅
に
は
、
地
域
と
し
て
は
中
国
や
朝

鮮
、
日
本
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

朝
鮮
半
島
の
部
分
に
は
、
も
と
も
と
一
朝
鮮
」
と
版

刻
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
大
き
く

「
朝
鮮
」
と
朱
書
し
て
い
る
（
第
4
図
）
。
一
九
三
六

年
撮
影
の
写
真
印
画
に
も
同
字
が
見
え
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
以
前
か
ら
書
き
込
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
「
諺
文
」
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
い

ざ
知
ら
ず
‘
誰
が
い
つ
頃
‘
ど
ん
な
目
的
で
朱
書
し

た
の
か
、
全
く
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
存
明
刊

本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
『
両
儀
玄
覧
図
』
と
も
に
、

朝
鮮
半
島
の
北
方
に
「
女
直
」
と
一
奴
兒
干
」
と
い

う
地
名
が
隣
り
合
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
『
両



儀
玄
覧
図
』
で
は
、
両
地
名
の
間
に
新
た
に
山
脈
を
版
刻
し
て
、
両
地
域
が
山
脈
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
第

4
図
）
。
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
は
な
か
っ
た
山
々
で
あ
る
。
リ
ッ
チ
の
原
本
に
当
初
か
ら
描
か
れ
て
い
た
も
の
な
の
か
、

刻
エ
が
誤
認
し
て
刻
ん
だ
も
の
な
の
か
不
明
で
あ
る
。

第
六
幅
に
は
、
現
在
の
イ
ン
ド
洋
中
に
侯
洪
炭
の
序
文
が
あ
る
。
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
（
第
五
幅
）
で
は
、
祁
光
宗

の
序
文
で
あ
っ
た
が
、
書
き
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
墨
瓦
臓
泥
加
」
大
陸
内
に
は
、
現
存
明
刊
本
「
坤
輿
万
国
全
図
』
と
同

じ
「
太
陽
出
入
赤
道
緯
度
」
と
題
す
る
表
と
そ
の
説
明
文
が
あ
る
。
ま
た
同
大
陸
内
に
は
「
萬
暦
三
十
一
歳
癸
卯
仲
秋
旦
耶
蘇
會
中

人
利
瑶
賓
書
」
と
後
記
す
る
利
瑶
賓
の
序
文
が
書
き
加
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
序
文
の
後
に
は
、
円
形
と
方
形
の
イ
エ
ズ
ス

会
の
会
章
が
そ
れ
ぞ
れ
刻
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
と
『
坤
輿
万
国
全
図
』
諸
版
本
の
刊
行
さ
れ
た
年
月
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
が
、
前
述

し
た
よ
う
に
第
五
幅
に
あ
る
李
應
試
の
序
文
に
「
萬
暦
癸
卯
秋
分
日
」
と
あ
り
、
ま
た
、
利
珊
賓
の
序
文
に
も
「
萬
暦
三
十
一
歳
癸

卯
仲
秋
旦
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
刊
行
年
月
は
、
万
暦
三
十
一
年
八
月
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

第
七
幅
上
部
に
は
、
卵
形
世
界
図
欄
外
の
余
白
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
月
蝕
図
」
と
「
日
蝕
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
が
（
剥
落
箇

所
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
）
、
両
図
と
も
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
（
第
六
幅
）
に
あ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
第
七

幅
に
は
、
「
利
未
亜
（
ア
フ
リ
カ
）
」
大
陸
中
央
部
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
「
齊
歴
湖
」
畔
に
あ

る
べ
き
山
脈
が
欠
落
し
て
い
た
り
、
「
黒
人
國
」
の
上
に
あ
る
一
行
分
の
註
記
が
赤
道
の
上
方
に
移
動
し
て
記
載
さ
れ
て
い
た
り
と
、

い
く
つ
か
の
相
違
が
見
え
る
。

第
八
幅
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
最
上
端
に
「
天
地
儀
」
と
そ
の
説
明
文
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
天
地
儀
」
の
題
字
、
及
び
同

図
の
一
部
は
剥
落
し
て
い
る
。
「
天
地
儀
」
の
下
に
は
、
『
元
史
』
（
巻
五
二
）
か
ら
の
引
用
文
（
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』

で
は
第
一
幅
に
あ
る
）
、
そ
の
左
方
に
は
「
地
球
ハ
九
重
天
ノ
星
二
比
シ
テ
、
遠
ク
且
ツ
大
ナ
ル
コ
ト
幾
何
カ
ヲ
論
ズ
（
論
地
球
比

朝

鮮

学

報
（
第
二
百
六
輯
）
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「
赤
道
南
地

九
重
天
之
星
遠
且
大
幾
何
）
l

か
ら
書
き
始
め
ら
れ
る
天
文
図
総
説
と
で
も
い
う
べ
き
後
文
が
記
さ
れ
、
最
下
端
に
は

半
球
之
図
」
と
そ
の
説
明
文
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
第
八
幅
で
唯
一
の
例
外
は
、
「
利
珊
賓
識
」
と
記
す
利
璃
賓
の
序
文
が
十
行
に
わ
た
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
文
末
に
は
円
形
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
会
章
が
版
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
は
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
各
幅
の
内
容
に
つ
い
て
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
比
較
し
な
が
ら
概
観
し
て
き
た
。
そ
こ

で
両
世
界
図
の
全
般
的
な
相
違
点
を
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
な
お
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
は
言
及
し
た
以
外
に
、
現

在
の
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
ま
だ
数
箇
所
の
相
違
が
見
え
る
も
の
の
‘
こ
こ
で
は
全
て
を
取
り
上
げ
な
か
っ

た）。第
一
は
、

現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
記
載
す
る
図
や
文
章
が
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
お
い
て
も
そ
の
内
容
と
掲
載
位
置

を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
幅
の
「
地
輿
海
本
是
圃
形
」
の
書
き
出
し
で
始
ま
る
世
界
図
総
説
や

第
八
幅
の
「
論
地
球
比
九
重
天
之
星
」
の
書
き
出
し
で
始
ま
る
天
文
図
総
説
‘
「
赤
道
南
地
半
球
之
図
」
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

第
二
は
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
記
載
す
る
図
や
文
章
が
、
内
容
が
変
わ
ら
な
い
ま
ま
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
も
踏
襲

さ
れ
る
が
、
掲
載
す
る
位
薗
が
変
更
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
幅
の
「
赤
道
北
地
半
球
之
図
」
や
第
八
幅
の
「
天

地
儀
」
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
会
章
も
こ
れ
に
類
す
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
―
一
は
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
記
載
し
て
い
た
図
や
文
章
が
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
が
変

更
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
幅
の
「
十
一
重
天
図
」
以
外
に
、
第
一
幅
か
ら
第
八
幅
に
散
在
し
て
い
る
中
国
人

士
大
夫
ら
の
序
文
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
例
え
ば
、
第
四
幅
に
あ
る
漉
應
京
や
常
胤
緒
の
序
文
‘
玩
泰
元
の
祓
文
、
第
五
幅
に

あ
る
李
應
試
の
序
文
、
第
六
幅
に
あ
る
侯
供
寝
や
利
嗚
賓
の
序
文
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
リ
ッ
チ
や
中
国
士
大
夫
ら
の
文
章
に
限
っ

三



て
見
れ
ば
、
唯
一
第
三
幅
に
あ
る
呉
中
明
の
序
文
の
み
が
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

第
四
は
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
は
な
か
っ
た
が
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
初
め
て
登
場
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
い
て
は
、
第
八
幅
に
あ
る
「
利
瑞
賓
識
」
と
後
記
す
る
利
瑶
寅
の
序
文
が
該
当
す
る
。

な
お
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
第
二
幅
や
第
五
幅
、
或
い
は
第
七
幅
に
お
け
る
地
名
や
地
誌
表
記
の
違
い
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

判
断
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
リ
ッ
チ
に
よ
っ
て
意
図
的
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
刻
工
に
よ
る
誤
刻
と
見
て

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
『
両
儀
玄
覧
図
』
と
を
比
較
し
た
場
合
、
そ
の
内
容
と
形

態
に
お
い
て
少
な
か
ら
ず
変
更
し
た
箇
所
が
あ
っ
た
。
世
界
図
の
作
製
を
李
之
藻
と
李
應
試
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
依
頼
さ
れ
た
の
で
あ

れ
ば
、
内
容
が
異
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
を
刊
行
し
て
一
年
後
に
、
こ
の
よ
う
な
少
な
か

ら
ざ
る
変
更
を
加
え
て
ま
で
『
両
儀
玄
覧
図
』
を
刊
行
し
た
リ
ッ
チ
の
「
熱
意
」
を
そ
こ
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

『
両
儀
玄
覧
図
』
に
は
、
以
上
の
ほ
か
に
変
更
点
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
比
較
し
な
が

ら
検
討
を
続
け
て
み
た
い
。

ま
ず
始
め
に
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
特
徴
、
特
に
天
文
図
と
地
名
表
記
に
お
け
る
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
の
異
同
に

つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
最
近
明
ら
か
と
な
っ
た
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
諸
版
本
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

海
野
一
隆
氏
に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
は
、
そ
の
第
一
幅
に
あ
る
一
九
重
天
図
」
、
第
一
二
幅
に
あ
る
李
之
藻

の
序
文
（
初
行
と
第
二
十
二
行
）
、
さ
ら
に
は
第
六
幅
に
あ
る
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
名
と
そ
の
沖
合
に
記
載
す
る
ポ
ル

ト
ガ
ル
に
関
す
る
註
記
の
相
違
な
ど
か
ら
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
は
、
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
都
合
二
回
に
わ
た
っ
て
改
訂
が
加

朝

鮮

『
坤
輿
万
国
全
図
』

学

の
諸
版
本

報
（
第
二
百
六
輯
）

こ
れ
に

一四



(15) 

え
ら
れ
た
事
実
が
あ
る
と
い
う
。

本
来
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
は
、
同
図
中
の
利
瑞
賓
、
及
び
李
之
藻
の
序
文
に
記
名
す
る
如
く
、
万
暦
三
十
年
七
月
に
刊
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
（
初
版
）
。
と
こ
ろ
が
海
野
氏
は
、
現
存
す
る
諸
版
本
と
模
写
本
に
相
違
点
が
あ
る
事
実
を
根
拠
に
し
て
、
『
坤
輿
万

国
全
図
』
は
、
印
刷
さ
れ
た
直
後
に
、
同
図
の
版
木
を
所
有
す
る
李
之
藻
が
自
ら
の
序
文
の
二
箇
所
（
初
行
と
第
二
十
二
行
）
を
改

刻
し
て
刊
行
し
た
も
の
（
第
一
次
改
訂
版
）
、
続
い
て
翌
万
暦
三
十
一
年
七
月
以
前
ま
で
に
、
リ
ッ
チ
の
依
頼
に
よ
っ
て
李
之
藻
が

所
持
す
る
版
木
の
「
九
重
天
図
」
中
の
第
八
重
天
に
記
載
す
る
年
数
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
名
を
改
刻
、
並
び
に
イ
ベ
リ
ア
半
島
沖
の
二

行
に
わ
た
る
註
記
を
埋
木
し
削
除
し
た
第
二
次
改
訂
版
が
刊
行
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
第
二
次
改
訂
版
こ
そ
が
、
本
稿
で

こ
れ
ま
で
表
記
し
て
き
た
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
初
版
、
第
一
次

改
訂
版
の
原
刊
本
は
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
の
模
写
本
の
み
が
伝
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
唯
一
現
存
す
る
第
二
次
改
訂

(16) 

版
の
こ
と
を
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
呼
ん
で
い
る
。

『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
初
版
と
第
一
次
改
訂
版
、
さ
ら
に
第
二
次
改
訂
版
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
本
稿
で
考
察

の
対
象
と
し
て
い
る
『
両
儀
玄
覧
図
』
を
、
リ
ッ
チ
の
世
界
図
作
製
過
程
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
海
野
一
隆
氏
の
説
に
従
え
ば
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
初
版
が
万
暦
三
十
年
七
月
に
刻
版
さ
れ
、
そ
の
直
後
に
第
一
次
改
訂
版
、

そ
し
て
万
暦
三
十
一
年
七
月
前
に
第
二
次
改
訂
版
が
出
版
さ
れ
、
同
年
八
月
に
新
た
な
版
木
に
刻
さ
れ
た
『
両
儀
玄
覧
図
』
が
刊
行

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
り
あ
え
ず
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
は
李
之
藻
の
序
文
が
な
い
た
め
比
較
の
対
象
と
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
『
坤
輿
万
国
全
図
」

第
一
幅
に
見
え
る
「
九
重
天
図
」
の
中
の
第
八
重
天
と
、
第
六
幅
に
記
載
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
、
並
び
に
イ
ベ
リ
ア
半
島

沖
の
註
記
に
つ
い
て
は
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
も
の
と
も
関
連
す
る
た
め
、
海
野
氏
が
指
摘
し
た
『
坤
輿
万
国
全
図
』
諸
版
の
相
違

点
を
表
に
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

利
瑶
賓
『
両
儀
玄
覧
図
』
孜
（
鈴
木
）

五



九重天図 ポルトガル国名

（第八重天） （註記）
判断資料 刊行年月

初版（初刷）
第八里二十八

彿郎機（彿郎機乃
江戸時代初期

宿天七千年
回回誤稲本名波佑

万暦三十年

杜易~)
本邦模写本 七月

第一次改訂版 同上 同上
東洋文庫清代 万暦三十年

模写本など 七月直後

第二次改訂版
第八重—＋八 波爾杜瓦爾（註記

（現存明刊本）
宿天四萬九千 は埋木によって抹 現存明刊本

万暦三十一

年 消）
年七月以前

（海野一隆「利瑞賓『坤輿万国全図』の諸版」に掲載する第三表 c--o頁］を
もとにして作成）

朝

鮮

学

そ
れ
で
は
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
お
い
て
、
「
十
一
重
天
図
」
中
の
第
八
重
天
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
、
並
び
に
イ
ベ
リ
ア
半
島
沖
の
註
記
が
ど
の
よ
う
に
記

載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
海
野
氏
の
研
究
成
果
に
従
え
ば
、
万
暦
一
―
―
十
年

七
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
坤
輿
万
国
全
図
』
初
版
の
「
九
重
天
図
」
中
の
第
八
重
天
、

並
び
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
名
表
記
と
そ
の
註
記
の
誤
り
に
気
が
つ
い
た
リ
ッ
チ
は
、

そ
の
部
分
の
改
刻
を
行
い
、
翌
万
暦
一
二
十
一
年
七
月
ま
で
に
第
二
次
改
訂
版
を
刊

行
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
第
二
次
改
訂
版
『
坤
輿
万

国
全
図
』
に
お
け
る
三
箇
所
の
修
正
は
、
同
年
の
翌
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
両
儀

玄
覧
図
』
で
い
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
先
に
述
べ
れ
ば
、
『
両
儀
玄
覧
固
』
の
「
十
一
重
天
図
」
に
見
え
る

八
里
天
で
記
載
す
る
内
容
は
「
第
八
重
二
十
八
宿
天
七
千
年
」
と
あ
り
、
『
坤
輿

万
国
全
図
』
の
初
版
‘
並
び
に
第
一
次
改
訂
版
と
同
様
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

国
名
表
記
と
イ
ベ
リ
ア
半
島
沖
の
註
記
は
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
い
ず
れ
の
版

と
も
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
が
、
世
界
図
の
地
名
表
記
の
中
に
、
新
た
に
地
名
の
改
訂
さ
れ
た
部
分
が
一

箇
所
存
在
す
る
。
そ
の
地
域
と
は
、
現
在
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
見
え
る
イ
ス
パ
ニ

ア
国
内
の
地
名
で
あ
る
。
リ
ッ
チ
が
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
改
訂

を
行
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
も
含
め
て
‘
次
項
に
お
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
み
た

い
。
ま
ず
始
め
は
「
十
一
重
天
図
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。

報
（
第
二
百
六
輯
）

六



利
瑶
賣
『
両
儀
玄
覧
図
』
孜
（
鈴
木
）

(
l
)

「
+
―
重
天
図
」
の
特
徴

『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
掲
載
す
る
「
九
重
天
図
」
は
、
既
に
先
学
が
指
摘
す
る
如
く
、
「
九
重
天
説
は
も
ち
ろ
ん
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
天
体
構
造
論
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
従
来
、
中
国
に
伝
統
的
だ
っ
た
『
楚
辟
』
「
天
問
篇
」
に
み
え
る
一
九
天
説
」

と
い
わ
れ
る
も
の
に
よ
く
似
た
モ
デ
ル
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
天
体
構
造
論
」
と
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

(18) 

ス

(Aristoteles

B
C
-
―
―
八
四
＼
―
-
三
二
）
が
『
宇
宙
論
』
で
展
開
し
た
地
球
を
中
心
に
そ
の
回
り
を
軌
道
す
る
月
や
太
陽
、
五

惑
星
（
水
星
•
金
星
・
火
星
•
木
星
•
土
星
）
の
天
体
構
造
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
宇
宙
論
』
は
、

そ
の
後
、
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
え
ら
れ
、
そ
こ
で
さ
ら
に
発
展
し
て
、
一
四
七
―
―
年
に
英
国
の
修
道
士
ヨ
ハ
ネ
・
デ
・
サ
ク
ロ

ボ
ス
コ

(
J
o
a
n
n
e
s
d
e
 S
a
c
r
o
b
o
s
c
o
)

の
『
天
球
論
』
に
よ
っ
て
、
不
動
の
地
球
を
中
心
に
そ
の
回
り
を
第
一
天
（
月
）
か
ら
第

十
一
天
（
エ
ム
ピ
レ
ウ
ム
[
C
a
e
l
u
m
 E
m
p
i
r
e
u
m
諸
聖
人
の
座
]
)
へ
と
外
輪
を
広
げ
て
い
く
天
体
構
造
論
と
し
て
完
成
し
、
「
ス

(19) 

コ
ラ
的
天
文
学
は
一
応
の
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
」
。

し
か
し
、
サ
ク
ロ
ボ
ス
コ
の
『
天
球
論
』
は
難
解
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
後
、
多
く
の
註
解
者
が
現
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
な
か
で
も
著
名
だ
っ
た
の
が
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
師
で
あ
る
コ
レ
ジ
オ
・
ロ
マ
ー
ノ
の
教
授
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
・
ク
ラ
ヴ
ィ
ウ
ス

(
C
h
r
i
s
t
o
p
h
e
r
 C
l
a
v
i
u
s

―
五
一
―
―
七
＼
一
六
―
二
）
が
著
し
た
『
サ
ク
ロ
ボ
ス
コ
天
球
論
註
解
』
(
-
六

0
1
―
年
刊
）
で
あ
っ
た
と

ぷ
ノ中

国
に
来
航
す
る
前
に
コ
レ
ジ
オ
・
ロ
マ
ー
ノ
で
ク
ラ
ヴ
ィ
ウ
ス
か
ら
数
学
・
天
文
学
を
教
授
さ
れ
た
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
に
し
て

み
れ
ば
、
中
国
の
士
大
夫
に
説
く
宇
宙
論
は
、
当
時
西
欧
に
お
け
る
最
新
の
天
体
論
、
つ
ま
り
第
一
天
か
ら
第
十
一
天
に
至
る
天
体

論
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
リ
ッ
チ
は
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
作
製
に
あ
た
っ
て
、
敢
え
て
そ
れ
を
せ

四

『
両
儀
玄
覧
図
』

の
特
徴

二七



(20) 

ず
に
、
中
国
の
伝
統
的
天
体
説
で
あ
る
『
楚
僻
』
の
「
九
天
説
」
と
、
そ
れ
を
理
論
的
に
再
構
築
し
た
朱
子
の
「
無
限
宇
宙
論
」
に

迎
合
し
た
「
九
重
天
図
」
を
版
刻
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
リ
ッ
チ
は
こ
う
し
た
措
置
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
九
軍
天
図
]
（
第
2
図
参
照
）
は
、
中
心
に
不
動
の
地
球
を
置
き
‘
そ
の
外
側
に
向
か
っ
て
、
第
一
重
天
の
月
輪
天
、
第
二
重
天

の
水
星
天
、
第
三
重
天
の
金
星
天
、
第
四
重
天
の
日
輪
天
（
太
陽
）
、
第
五
重
天
の
火
星
天
、
第
六
重
天
の
木
星
天
、
第
七
璽
天
の

土
星
天
、
第
八
重
天
の
二
十
八
宿
天
、
そ
し
て
い
ち
ば
ん
外
側
に
天
を
動
か
す
宗
動
天
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ら
が
同
心
球
状
に
配

(21) 

置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
朱
子
が
考
え
た
「
天
に
は
、
月
・
太
陽
•
五
惑
星
お
よ
び
恒
星
が
存
在
す
る
」
と
す

る
天
体
論
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
人
土
大
夫
に
と
っ
て
、
西
欧
の
天
文
学
的
新
知
見
を
一
部
含
ん
だ
「
九
重
天
図
」
は
、

何
ら
異
と
す
る
に
足
り
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
リ
ッ
チ
が
『
両
儀
玄
覧
図
』
を
作
製
す
る
に
際
し
て
採
用
し
た
天
体
図
は
「
十
一
重
天
図
」
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が

ま
さ
に
リ
ッ
チ
が
ク
ラ
ヴ
ィ
ウ
ス
か
ら
学
ん
だ
最
新
の
天
体
構
造
論
で
あ
っ
た
。
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
記
載
す
る
「
十
一
重
天
図
」

(22) 

の
天
体
構
造
は
、
ク
ラ
ヴ
ィ
ウ
ス
『
サ
ク
ロ
ボ
ス
コ
天
球
論
註
解
』
に
記
載
す
る
内
容
と
全
く
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
「
十
一
璽
天
図
」
（
第
3
凶
参
照
）
に
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
十
一
重
天
図
」
の

第
一
軍
天
か
ら
第
八
重
天
ま
で
は
「
九
重
天
図
」
と
同
様
で
あ
る
（
な
お
、
地
球
か
ら
の
距
離
数
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
に
な
る
た
め

本
稿
で
詳
論
す
る
こ
と
は
控
え
た
い
）
。
し
か
し
、
第
九
重
天
か
ら
相
違
し
て
い
る
。
ま
ず
第
八
重
天
は
二
十
八
宿
天
と
な
っ
て
い

る
が
、
第
九
重
天
は
「
無
星
水
晶
天
」
と
な
り
、
第
十
重
天
は
「
無
星
宗
動
天
」
、
そ
し
て
最
も
外
側
の
第
十
一
重
天
は
「
天
主
上

帝
ガ
発
見
シ
、
天
堂
諸
神
聖
ノ
居
ス
ル
ト
コ
ロ
‘
永
静
ニ
シ
テ
不
動
ナ
リ
（
天
主
上
帝
発
見
天
堂
諸
神
聖
所
居
永
静
不
動
）
」

(23) 

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

果
た
し
て
、

天
主
・
上
帝
や
聖
人
が
住
む
第
十
二
里
天
の
存
在
を
中
国
人
士
大
夫
ら
は
ど
の
よ
う
に
受
け
取
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

(24) 

お
そ
ら
く
彼
ら
に
は
、
そ
の
説
は
と
う
て
い
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
士
大
夫
に
と
っ
て
、
天
と
は

朝

鮮

学

報
（
第
二
百
六
輯
）

と
な

ニ八
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九

清
な
る
気
か
ら
生
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
や
が
て
日
月
と
な
り
、
星
辰
と
な
っ
て
、
大
地
の
外
側
を
円
環
し
て
い
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
天
主
や
聖
人
が
外
輪
に
主
座
し
て
、
天
は
勿
論
の
こ
と
大
地
ま
で
を
も
主
宰
し
て
い
る
な
ど
信
じ
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
リ
ッ
チ
は
「
九
重
天
図
」
を
棄
て
て
、
中
国
人
士
大
夫
の
反
感
を
か
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
「
十
一
重
天
図
」
を
敢
え
て
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
‘

お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
依
頼
者
が
李
應
試
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
李
應
試
は
、

明
末
の
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
際
に
、
明
の
将
軍
李
如
松
の
参
謀
を
つ
と
め
た
こ
と
に
よ
り
、
『
明
史
』
（
巻
二
三
八
、
「
列
伝
」

巻
二
六
の
「
李
成
梁
」
伝
中
に
李
應
試
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
）
に
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
彼
は
『
両
儀
玄
覧
図
』
が
刊
行

さ
れ
る
一
年
前
の
万
暦
三
十
年
八
月
に
、
リ
ッ
チ
の
洗
礼
を
受
け
て
天
主
教
徒
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
李
應
試
が
天
主
教
信
徒
で

あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
「
十
一
重
天
図
」
の
版
刻
が
可
能
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
同
図
を
理
解
・
受
容
す
る
こ
と
も
で
き
た
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
天
主
」
と
「
天
堂
（
天
国
）
」
と
い
う
漢
語
を
刻
す
「
十
一
重
天
図
」
は
、

(25) 

リ
ッ
チ
が
『
天
主
実
義
』
で
説
く
天
主
と
天
堂
の
存
在
を
視
覚
的
に
表
す
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
の
あ
る
中
国
人
士
大

夫
に
は
有
益
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
者
に
と
っ
て
は
無
益
な
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
反
発
さ
え
感
じ
さ
せ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

『
両
儀
玄
覧
図
』
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
こ
の
「
十
一
重
天
図
」
で
あ
る
。
こ
の
「
十
一
重
天
図
」
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

誰
の
た
め
に
『
両
儀
玄
覧
図
』
が
刻
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
思
惑
な
ど
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
地
名
表
記
の
相
違
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

(
2
)
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
名
表
記
の
相
違

そ
れ
で
は
地
名
表
記
の
相
違
、
特
に
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
内
の
国
名
・
地
名
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ



朝

鮮

学
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百
六
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）

第5図 現存明刊本『坤輿万国全図』第六幅 イベリア半島部分図

ろ
う
か
。
ま
ず
始
め
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
か
ら
見
て
い
き

こ
ヽ
°

t
v
 

前
述
し
た
よ
う
に
、
海
野
一
隆
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
『
坤
輿

万
国
全
図
』
の
初
版
と
第
一
次
改
訂
版
で
は
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
内

に
記
さ
れ
て
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
が
面
彿
郎
機
」
と
あ
り
、

同
半
島
沖
合
に
記
載
す
る
註
記
が
二
行
に
わ
た
っ
て
「
彿
郎
機
ハ

乃
チ
回
回
ノ
誤
稲
ニ
シ
テ
、
本
J
名
ハ
波
年
杜
局
年
ナ
リ
（
彿
郎

機
乃
回
回
誤
稲
本
名
波
年
杜
易
年
）
l

と
な
っ
て
い
る
が
、
『
坤
輿

万
国
全
図
』
の
第
二
次
改
訂
版
、
つ
ま
り
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万

国
全
図
』
（
な
お
、
本
節
で
は
版
本
の
先
後
が
理
解
し
や
す
い
よ

う
に
現
存
明
刊
本
で
は
な
く
第
二
次
改
訂
版
を
多
用
す
る
）
で

は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
が
正
似
爾
杜
瓦
爾
」
と
改
刻
さ
れ
、
さ

ら
に
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
沖
合
の
一
―
行
分
の
註
記
が
部
分
的
に
削
除

さ
れ
て
‘
波
の
形
に
な
る
よ
う
に
埋
木
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
第

(26) 

5
図）。
し
か
し
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
は
、
（
第
6
図
）
に
見
え
る
よ
う

に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
を
一
波
依
杜
局
ホ
l

と
し
て
お
り
、
ま

た
イ
ベ
リ
ア
半
島
沖
の
註
記
は
「
即
チ
回
回
ノ
梱
ス
ル
所
ノ
彿
郎

機
（
即
回
回
所
稲
彿
郎
機
）
l

と
改
訂
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
〇
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第6図 『両儀玄覧図』第七、第八幅のイベリア半島部分図

四

と
こ
ろ
で
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
初
版
と
第
一
次
改
訂
版
で

は
、
世
界
図
の
中
に
一
彿
郎
機
（
或
い
は
彿
郎
幾
‘
佛
郎
幾
‘
佛

郎
機
と
も
記
す
）
」
と
記
載
す
る
と
こ
ろ
が
、
上
記
二
箇
所
以
外

に
四
箇
所
あ
る
。
―
つ
は
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
第
二
幅
‘
一
墨
瓦

朦
泥
加
」
内
の
註
記
に
「
墨
瓦
朦
泥
[
加
]
八
彿
郎
幾
国
人
ノ
姓

名
二
係
リ
（
墨
瓦
朦
泥
係
彿
郎
幾
国
人
姓
名
）
l

と
あ
り
、
二
つ

目
は
、
同
幅
‘
「
寧
海
（
南
太
平
洋
）
」
中
に
記
載
す
る
呉
中
明
の

序
文
中
に
「
利
山
人
（
利
瑞
寅
の
こ
と
）
獣
遁
巴
ヨ
リ
中
国
二
入

リ
、
山
海
輿
地
全
図
ヲ
著
ス
、
（
中
略
）
ケ
ダ
シ
ソ
J

国
ノ
人
及

ビ
佛
郎
機
国
人
、
皆
遠
遊
ヲ
好
ム
（
利
山
人
自
獣
遁
巴
入
中
国
‘

著
山
海
輿
地
全
図
‘
（
中
略
）
蓋
其
国
人
及
佛
郎
機
国
人
、
皆
好

遠
遊
）
l

と
記
し
、
三
つ
目
は
、
第
五
幅
‘
五
利
未
歴
（
ア
フ
リ
カ
）
」

南
端
沖
合
の
註
記
に
「
佛
郎
幾
ノ
商
買
ハ
、
船
二
駕
リ
テ
コ
ノ
海

ヲ
過
ギ
シ
ニ
、
鄭
鵡
ノ
地
ヲ
望
見
ス
（
佛
郎
幾
商
曹
べ
駕
船
過
海
、

望
見
鵬
鵡
地
）
」
と
あ
り
、
四
つ
目
は
、
第
六
幅
‘
工
へ
西
洋
」
中

の
「
木
島
l

近
海
に
あ
る
註
記
に
「
木
島
ハ
彿
郎
幾
ヲ
去
ル
コ
ト

半
月
ホ
ド
、
樹
木
ハ
茂
磐
シ
地
ハ
肥
美
、
彿
郎
幾
人
ハ
此
二
至
リ

テ
、
コ
レ
ヲ
焚
キ
‘
八
年
ニ
シ
テ
始
メ
テ
粛
キ
ル
（
木
島
去
彿
郎

幾
半
月
程
‘
樹
木
茂
繋
地
肥
美
、
彿
郎
幾
人
至
此
焚
之
、
八
年
始



こ
の
よ
う
に
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
初
版
と
第
一
次
改
訂
版
で
は
「
彿
郎
機
（
或
い
は
彿
郎
幾
‘
佛
郎
幾
‘
佛
郎
機
と
も
記
す
）
」

と
記
載
す
る
と
こ
ろ
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
と
そ
の
沖
合
の
註
記
以
外
に
四
箇
所
存
在
す
る
が
、
第
二
次
改
訂
版
で
「
波
爾
杜
瓦
爾
」

と
改
訂
し
て
い
る
の
は
、
「
木
島
」
近
海
の
註
記
に
あ
る
「
彿
郎
幾
」
だ
け
で
あ
り
、
他
の
三
箇
所
は
修
正
せ
ず
に
初
版
、
或
い
は

第
一
次
改
訂
版
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
リ
ッ
チ
は
こ
れ
ら
三
箇
所
だ
け
を
改
刻
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
単
に
リ
ッ

チ
の
失
念
に
よ
る
も
の
な
の
か
。
三
箇
所
が
「
波
爾
杜
瓦
爾
」
と
訂
正
さ
れ
ず
に
「
彿
郎
機
」
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
て
も
、
決
し
て

意
味
が
通
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
第
二
次
改
訂
版
の
世
界
図
上
に
は
「
彿
郎
機
」
と
名
付
け
ら
れ
た
国
名
や
地
名
が
な
い
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
改
訂
さ
れ
な
い
三
箇
所
の
註
記
や
序
文
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
れ
で
は
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
は
、
そ
れ
ら
四
箇
所
の
「
彿
郎
機
」
と
記
す
部
分
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
実

は
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
も
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
第
二
次
改
訂
版
と
同
じ
く
‘
「
木
島
」
近
海
沖
の
註
記
だ
け
が
「
波
が
杜
昂
ホ
」
と

改
訂
さ
れ
て
、
他
の
三
箇
所
は
「
彿
郎
機
」
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
世
界
図
上
の
地
名
を
理
解
す
る
上
で
は
、
『
両
儀

玄
覧
図
』
が
イ
ベ
リ
ア
半
島
沖
に
「
即
チ
回
回
ノ
稲
ス
ル
所
ノ
彿
郎
機
」
と
い
う
註
記
を
残
し
て
い
る
た
め
に
、
閲
覧
者
に
は
「
彿

郎
機
」
と
い
う
文
字
を
残
す
註
記
三
箇
所
は
充
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
を
め
ぐ
っ
て
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
初
版
と
第
一
次
改
訂
版
、
並
び
に
第
二
次
改
訂
版
、
さ
ら
に

は
『
両
儀
玄
覧
図
』
と
の
相
違
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
彿
郎
機
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
若
干
ふ

れ
て
お
き
た
い
。

「
彿
郎
機
（
フ
ラ
ン
キ
‘

で
い
た
言
葉
で
あ
っ
た
。

銃
」
、
或
い
は

證）」

(27) 

と
あ
る
。

朝

或
い
は
フ
ラ
ン
ク
）
」
と
は
、
元
来
は
、
イ
ス
ラ
ム
圏
に
住
む
人
々
が
西
欧
諸
国
の
人
々
に
対
し
て
呼
ん

そ
れ
を
当
時
の
中
国
人
が
マ
ラ
ッ
カ
に
進
出
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
使
用
す
る
火
砲
に
対
し
て
「
彿
郎
機

「
彿
郎
機
式
」
と
呼
称
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
つ
い
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
い
う
国
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
使

鮮

学

報
（
第
二
百
六
輯
）
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(28) 

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四

こ
の
よ
う
に
中
国
人
が
使
用
し
て
い
る
「
彿
郎
機
」
と
い
う
呼
称
の
誤
解
に
リ
ッ
チ
は
気
付
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
た

め
に
、
リ
ッ
チ
は
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
初
版
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
を
中
国
人
の
世
界
地
理
観
に
迎
合
す
る
か
た
ち
で
「
彿
郎

機
」
と
刻
し
つ
つ
も
、
註
記
で
「
彿
郎
機
乃
回
回
誤
梱
本
名
波
が
杜
局
佑
」
と
説
明
を
加
え
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後

リ
ッ
チ
は
、
『
両
儀
玄
覧
凶
』
を
刻
版
す
る
段
階
で
は
‘
註
記
に
あ
っ
た
「
波
が
杜
局
佑
」
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
に
使
い
‘

(29) 

中
国
人
士
大
夫
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
、
国
名
の
傍
ら
に
「
即
回
回
所
稲
彿
郎
機
」
と
記
載
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
こ
ろ

で
「
彿
郎
機
」
と
い
う
西
欧
の
国
々
と
は
全
く
関
係
の
な
い
漢
語
の
誤
称
に
気
付
い
て
い
た
リ
ッ
チ
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
国

名
表
記
の
書
き
換
え
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
リ
ッ
チ
が
自
ら
気
付
き
国
名
変
更
を
お
こ
な
っ
た
可
能
性
は
強
い
が
、
リ

ッ
チ
に
「
彿
郎
機
」
の
使
用
を
躊
躇
さ
せ
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
次
に
見
る
人
物
が
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
万
暦
一
二
十
年
か
ら
同
一
―
-
＋
一
年
当
時
、
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
総
数
は
リ
ッ
チ
を
含
め
て
七
名
、
そ
の
中
で

も
ポ
ル
ト
ガ
ル
生
ま
れ
の
者
は
三
名
い
た
。
万
暦
一
二
十
年
の
半
ば
頃
ま
で
は
、
北
京
の
教
会
堂
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
出
身
の
宣
教
師
は
一

人
も
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
年
七
月
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
出
身
の
マ
ヌ
エ
ル
・
デ
ィ
ア
ス

(
M
a
n
u
e
l
D
i
a
z

漢
名
は

(30) 

李
瑞
諾
、
一
五
五
九

S
一
六
三
九
年
）
が
北
京
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ア
ス
は
、
巡
察
師
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ

ー
ノ

(Alessandro
V
a
l
i
g
n
a
n
o

―
五
一
―
―
九
＼
一
六

0
六
年
）
と
と
も
に
万
暦
二
十
五
年
(
-
五
九
七
）
に
マ
カ
オ
に
到
着
し
た

宣
教
師
で
あ
り
、
彼
は
そ
こ
で
四
年
余
り
過
ご
し
た
。
そ
し
て
万
暦
二
十
九
年
（
一
六

0
I

)

に
は
今
後
の
中
国
教
会
の
方
向
を
探

る
べ
く
、
紹
州
、
南
昌
、
南
京
‘
北
京
の
教
会
堂
を
訪
ね
る
旅
へ
と
出
立
し
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
デ
ィ
ア
ス
は
翌
万
暦
一
二
十
年
の

七
月
に
北
京
に
到
着
し
、
そ
こ
で
ニ
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
リ
ッ
チ
と
協
議
し
、
ま
た
南
昌
へ
と
帰
路
に
つ
い
た
の
で
あ
る
が
、
ま
さ

に
デ
ィ
ア
ス
が
北
京
に
到
若
し
た
時
期
は
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
初
版
が
刷
り
上
が
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ア
ス
が
『
坤
輿
万
国



全
図
』
を
見
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
の
か
知
る
由
も
な
い
が
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
出

身
の
デ
ィ
ア
ス
が
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
の
改
訂
に
関
連
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

万
暦
―
二
十
年
七
月
当
時
の
こ
う
し
た
北
京
教
会
堂
の
状
況
を
念
頭
に
置
け
ば
、
リ
ッ
チ
が
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

同
名
表
記
を
原
音
か
ら
は
想
像
だ
に
で
き
な
い
「
彿
郎
機
」
と
い
う
漠
語
か
ら
、
「
波
依
杜
昂
依
」
へ
と
改
訂
し
た
契
機
に
デ
ィ
ア

ス
が
何
ら
か
の
係
わ
り
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
北
京
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
ら
の
動
向
に
ふ
れ
な
が
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
の
改
訂
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
の
点
か
ら
推
察
す
る
な
ら
ば
、
海
野
一
隆
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
‘
万
暦
三
十
年
七
月
に
『
坤
輿
万
国
全
図
』
が
刊
行
さ
れ
る

や
（
初
版
）
、
そ
の
後
、
版
木
を
所
有
す
る
李
之
藻
が
自
ら
の
序
文
の
み
を
修
正
し
た
第
一
次
改
訂
版
『
坤
輿
万
国
全
図
』
を
版
刻

し
た
の
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
次
に
改
訂
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
第
二
次
改
訂
版
『
坤
輿
万
国
全
図
』
で
は
な
く
‘

翌
万
暦
―
―
-
+
―
年
八
月
に
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
を
「
波
依
杜
昂
ホ
」
と
訂
正
し
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
沖
合
の

註
記
を
「
即
回
回
所
梱
彿
郎
機
」
と
改
刻
し
た
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
の
推
測
に
間
違
い
が
な
け
れ
ば
、

第
二
次
改
訂
版
『
坤
輿
万
国
全
凶
』
は
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
刊
行
後
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
名
を
さ
ら
に
「
波
爾
杜
瓦
爾
」
と
改
刻
し
、

イ
ベ
リ
ア
半
島
沖
合
の
註
記
は
埋
木
し
て
削
除
し
、
さ
ら
に
「
九
重
天
図
」
の
第
八
重
天
の
数
字
を
新
た
に
修
正
し
た
上
で
版
行
し

(31) 

た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

と
こ
ろ
で
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
は
、
地
名
表
記
の
点
で
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
諸
版
本
と
は
異
な
る
部
分
が
も
う
一
箇
所
存
在
す

る
。
誰
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
改
訂
を
企
て
た
の
か
次
項
で
考
察
し
て
み
た
い
。

朝

魚羊

学

報
（
第
二
百
六
輯
）
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五

も
し

(
3
)
イ
ス
パ
ニ
ア
地
域
地
名
表
記
の
特
徴

『
坤
輿
万
国
全
図
』
諸
版
本
の
「
以
西
把
祢
亜
（
イ
ス
パ
ニ
ア
）
」
地
域
に
注
目
す
れ
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
を
除
い
た
イ

ベ
リ
ア
半
島
内
に
あ
る
国
名
・
地
名
は
、
諸
版
本
と
も
に
同
様
で
あ
り
、
相
違
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、
『
両
儀
玄
覧
図
』

に
は
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
諸
版
本
と
は
異
な
る
地
名
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

『
両
儀
玄
覧
図
』
と
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
の
地
名
の
違
い
は
、
両
図
を
比
較
す
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
（
第
5
、
6
図
参
照
）
。

相
違
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
俺
大
魯
西
亜
（
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
）
」
を
記
載
す
る
位
置
で
あ
る
。
『
坤
輿
万
国
全
図
』
で
は
、
「
俺
大
魯
西
亜
」

を
イ
ス
パ
ニ
ア
北
部
に
版
刻
し
て
い
る
が
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
は
、
地
中
海
側
の
「
葛
苔
龍
亜
（
カ
タ
ロ
ニ
ア
）
」
に
隣
接
す
る
位

置
に
「
俺
大
魯
西
亜
」
を
移
動
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
「
俺
大
魯
西
亜
」
が
版
刻
さ
れ
て
い
た
地
域
に
は
、
こ
れ
ま
で
『
坤

輿
万
国
全
図
』
に
は
全
く
見
え
な
か
っ
た
新
た
な
地
名
「
加
西
刺
」
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
世
界
図
に
見
え
る
地
名
の
表
記
に

限
定
す
れ
ば
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
刊
行
に
際
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
地
名
変
更
を
し
た
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
。
勿
論
、
現
在
の
イ
ス

パ
ニ
ア
地
域
の
地
名
を
も
と
に
考
え
れ
ば
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
表
記
の
方
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
リ
ッ
チ
は
『
坤
輿

万
国
全
図
』
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
誤
り
を
お
か
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

リ
ッ
チ
が
『
坤
輿
万
国
全
図
』
を
作
製
す
る
に
際
し
て
利
用
し
た
西
欧
製
世
界
図
や
地
理
書
は
、
一
・
ニ
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た

(32) 

こ
と
は
既
に
諸
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
俺
大
魯
西
亜
」
の
地
名
表
記
が
そ
れ
ら
西
欧
製
世
界
図
や
地
理
書
で
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
誤
記
は
、
リ
ッ
チ
が
原
板
を
作
製
す
る
に
際
し
て
誤
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
お
け
る
「
俺
大
魯
西
亜
」
の
誤
表
記
に
気
付
い
た
の
は
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
最
初
に

リ
ッ
チ
自
身
が
誤
り
を
見
つ
け
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
他
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
っ
て
誤
記
が
指
摘
さ
れ
た
可
能
性
も
残
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
物
と
は
誰
な
の
か
。



前
述
し
た
よ
う
に
、
万
暦
三
十
一
年
当
時
、
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
七
名
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
デ
ィ
ア
ス
と
リ
ッ
チ
を
除
い
て
、

そ
の
内
訳
は
詔
州
に
シ
チ
リ
ア
島
出
身
の
ロ
ン
ゴ
バ
ル
デ
ィ

(Nicolas
L
o
n
g
o
b
a
r
d
i

漢
名
は
龍
華
民
）
、
南
昌
に
ポ
ル
ト
ガ
ル

出
身
の
ジ
ョ
ア
ン
・
ソ
エ
イ
ロ

(
J
e
a
n
Soerio

漢
名
は
羅
如
望
）
、
南
京
に
は
、
ジ
ェ
ノ
バ
近
郊
出
身
の
カ
ッ
タ
ネ
オ

(Lazzaro

C
a
t
t
a
n
e
o

漢
名
は
郭
居
静
、
一
六

0
二
年
末
に
病
気
の
た
め
南
京
を
離
れ
、
一
時
マ
カ
オ
ヘ
）
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
生
ま
れ
の
ジ
ョ

ア
ン
・
デ
・
ロ
ー
チ
ャ

(
J
o
a
n
d
e
 R
o
c
h
a

漢
名
は
羅
如
望
）
、
そ
し
て
北
京
に
は
マ
ド
リ
ー
ド
近
郊
バ
ル
デ
モ
ロ
出
身
の
パ
ン

(33) 

ト
ー
ハ

(
D
i
e
g
o
d
e
 P
a
n
t
o
j
a

漢
名
は
寵
迪
我
）
が
滞
在
し
て
い
た
。

彼
ら
の
中
で
、
一
番
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
パ
ン
ト
ー
ハ
で
あ
ろ
う
。
イ
ス
パ
ニ
ア
出
身
の
彼
は
、
万
暦
二
十
七
年
（
一

五
九
九
）
に
マ
カ
オ
に
到
着
す
る
や
、
リ
ッ
チ
が
神
宗
皇
帝
に
進
呈
し
よ
う
と
し
た
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
調
律
法
を
伝
授
す
る
た
め
に
南

京
に
赴
き
（
同
二
十
八
年
）
、
そ
こ
か
ら
リ
ッ
チ
と
と
も
に
北
京
に
入
城
し
て
（
同
二
十
九
年
）
、
以
降
、
北
京
の
教
会
堂
に
滞
在
し

な
が
ら
リ
ッ
チ
の
よ
き
協
力
者
と
な
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
上
の
推
測
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』

初
版
が
刊
行
さ
れ
た
当
時
、
来
華
し
て
間
も
な
い
パ
ン
ト
ー
ハ
に
と
っ
て
、
漢
語
の
読
み
書
き
は
未
だ
不
慣
れ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
母

国
の
イ
ス
パ
ニ
ア
地
域
に
記
載
さ
れ
た
漢
語
の
地
名
を
見
て
、
彼
は
リ
ッ
チ
に
尋
ね
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
契

機
と
な
っ
て
、
リ
ッ
チ
は
「
俺
大
魯
西
亜
」
の
誤
り
に
気
付
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
版
刻
に
あ
た
っ
て
、
イ
ス
パ
ニ
ア
地
域
内
の
地
名
変
更
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
後
に
リ
ッ
チ
が
『
坤
輿
万
国
全
図
』
第
二
次
の
改
訂
を
行
う
際
に
、
「
俺
大
魯
西
亜
」
の
位
置
変
更
を
し
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
版
行
か
ら
『
坤
輿
万
国
全
図
』
第
二
次
改
訂
の
刊
行
ま
で
期
間
が
開
き
す
ぎ
て
い

た
た
め
、
リ
ッ
チ
は
そ
れ
に
つ
い
て
失
念
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
第
二

次
改
訂
版
は
、
海
野
一
隆
氏
が
述
べ
る
如
く
、
万
暦
三
十
一
年
七
月
以
前
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
が
刊
行
さ

れ
た
万
暦
三
十
一
年
八
月
以
降
、
そ
れ
も
し
ば
ら
く
後
の
刊
行
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

朝

鮮

学

報
（
第
二
百
六
輯
）

四
六
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四
七

『
坤
輿
万
国
全
図
』
第
二
次
改
訂
版
が
印
刷
さ
れ
た
年
月
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
傍
証
す
る
だ
け
の
史
料
に
乏
し
い
。
新
た
な
る

史
料
の
発
掘
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
い
づ
れ
に
せ
よ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
と
イ
ベ
リ
ア
半
島
沖
合

の
註
記
、
並
び
に
「
九
重
天
図
」
の
八
童
天
の
記
載
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
刊
行
前
に
『
坤
輿
万
国
全
図
』
第
二

(34) 

次
改
訂
版
が
版
刻
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
『
坤
輿
万
国
全
凶
』
諸
版
と
は
異
な
り
、
現
存
す
る
も
の
は
少
な
い
。
ま
た
、
研
究
者
が
自
由
に
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
が
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
見

な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
充
分
な
分
析
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、

『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
記
載
す
る
国
名
・
地
名
、
或
い
は
天
文
図
な
ど
の
相
違
か
ら
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
や
は
り
「
十
一
軍
天
囮
」
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
図
は
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
依
頼
者
で

あ
る
李
應
試
が
天
主
教
徒
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
天
主
教
信
徒
へ
の

頒
布
を
想
定
し
て
版
刻
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
内
の
地
名
の
書
き
換
え
で
あ
ろ
う
。
小
さ
な
改
刻
で
あ
る
が
、
正
確
な
地
理
情
報
を
中
国
の
知
識
人
に
提

供
し
よ
う
と
い
う
リ
ッ
チ
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
作
製
し
た
『
坤
輿
万
国
全
図
』
や
『
両
儀
玄
覧
囮
』
を
含
む
一
連
の
世
界
固
に
は
、
未
だ
謎
が
多
い
。
残
さ

れ
た
問
題
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



(
l
)

黄
柄
仁
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
同
氏
の
家

で
地
図
学
史
上
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
の
か
不
明
の

ま
ま
‘
長
い
間
に
わ
た
り
一
二
百
年
余
り
前
の
先
祖
が
中
国
の
皇
帝
か

ら
下
賜
さ
れ
た
「
家
宝
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一

九
三
六
年
に
な
る
と
、
当
時
早
稲
田
大
学
商
科
に
在
籍
し
て
い
た
同

氏
が
地
図
学
史
研
究
者
の
中
村
拓
氏
や
鮎
澤
信
太
郎
氏
に
同
図
の
調

査
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
同
図
は
こ
れ
ま
で
現
存

が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
『
両
儀
玄
覧
図
』

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
鮎
澤
信
太
郎
氏
は
‘

同
図
の
調
査
結
果
を
「
利
瑞
賓
の
両
儀
玄
覧
図
に
就
い
て
」
（
『
歴
史

教
育
』
十
一
巻
七
号
、
歴
史
教
育
研
究
会
、
一
九
一
二
六
年
）
と
題
し

て
発
表
し
た
こ
と
で
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
現
存
が
初
め
て
世
に
紹

介
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
両
儀
玄
覧
図
』
が
一
九
三
六
年
に
学

界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
や
、
江
戸
時
代
の
日
本
人
学
者

の
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
対
す
る
批
評
に
つ
い
て
は
、
鮎
澤
信
太
郎
「
マ

テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
両
儀
玄
覧
図
に
つ
い
て
」
（
『
地
理
学
史
研
究
』
第

ー
集
、
柳
原
書
店
、
一
九
五
七
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
黄
柄
仁
氏
は
調
査
の
後
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
を
郷
里

の
朝
鮮
に
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
朝
鮮
に
お
け
る
一
九

四
五
年
八
月
以
降
の
社
会
的
混
乱
や
一
九
五

0
年
六
月
か
ら
始
ま
っ

註
朝

鮮

学

報
（
第
二
百
六
輯
）

た
朝
鮮
戦
争
に
よ
っ
て
、
そ
の
行
方
は
全
く
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ

た。
(
2
)

藩
陽
の
故
宮
が
所
蔵
し
て
い
た
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
つ
い
て
は
、

金
敏
歓
「
藩
陽
故
宮
新
発
見
的
明
代
史
料
]
(
『
国
学
季
刊
』
七
巻
一

号
、
一
九
五

0
年
）
に
よ
っ
て
、
初
め
て
現
存
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
、
日
本
を
始
め
と
す
る
欧
米
諸
国
は
中
華

人
民
共
和
国
と
国
交
が
な
か
っ
た
た
め
‘
こ
う
し
た
情
報
が
入
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
現
存
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九

九

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

(
3
)

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
朝
鮮
で
見
つ
か
っ
た
『
両
儀
玄
覧
図
』

は
、
当
初
黄
柄
仁
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
同
氏
は
一
九

四
五
年
に
手
放
し
て
し
ま
い
、
新
た
に
金
良
善
氏
が
所
有
す
る
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
‘
金
良
善
氏
が
主
管
す
る
韓
国

基
督
教
博
物
館
で
所
蔵
・
保
管
し
て
い
た
が
、
朝
鮮
戦
争
時
に
は
戦

禍
を
避
け
る
た
め
に
一
時
土
中
に
埋
め
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
結
局
、
同
図
は
一
九
六
七
年
七
月
に
金
良
善
氏
が
母
校
の
崇
実

大
学
校
に
寄
贈
し
、
大
学
側
も
同
氏
の
寄
贈
品
を
保
存
す
る
た
め
の

機
関
と
し
て
大
学
内
に
韓
国
基
督
教
博
物
館
を
建
設
し
て
、
そ
こ
で

保
存
・
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
両
儀
玄
覧
図
』
が
金
良
善
氏

の
所
蔵
に
な
っ
て
か
ら
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
金
良
善
「
明
末
清
初

四
八
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耶
蘇
会
宣
教
師
晉

01
製
作
計
」
世
界
地
図
斗
ユ
韓
国
文
化
史
上
oJl

叫
刃
」
影
響
」
（
『
崇
大
』
六
号
、
一
九
六
一
年
、
同
論
文
は
、
同
氏
『
梅

山
国
学
散
稿
』
に
再
録
、
崇
田
大
学
校
博
物
館
、
一
九
七
二
年
、
一

八
七
頁
）
で
ふ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
上
記
『
梅
山
国
学
散
稿
』
の
発
行
先
が
崇
田
大
学
校

博
物
館
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
所

蔵
機
関
を
崇
田
大
学
校
博
物
館
と
し
た
り
、
崇
実
大
学
図
書
館
、
或

い
は
崇
実
大
学
校
博
物
館
と
す
る
な
ど
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
が
、
次

に
見
る
如
く
、
そ
の
原
因
は
学
校
名
の
変
更
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で
あ
る
。

崇
実
大
学
校
の
校
名
は
、
一
九

0
一
年
の
崇
実
学
堂
創
設
よ
り
始

ま
る
が
、
同
校
は
一
九
二
五
年
に
崇
実
専
門
学
校
と
校
名
を
改
称

し
、
一
九
三
八
年
に
は
閉
校
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
同
校
は
、

一
九
五
五
年
に
校
名
を
崇
実
大
学
校
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
一
九
七

0
年
九
月
に
大
田
大
学
校
(
-
九
五
六
年
創
設
）

と
統
合
し
た
際
に
、
校
名
を
崇
田
大
学
校
と
改
め
た
（
校
名
の
変
更

は
一
九
七
一
年
一
月
か
ら
）
。
と
こ
ろ
が
、
如
何
な
る
事
情
か
不
明

で
あ
る
が
、
一
｀
九
八
六
年
―
一
月
に
な
っ
て
再
び
校
名
を
崇
実
大
学

校
と
改
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ま
た
、
崇
実
大
学
校
に
あ
る
韓
国
基
督
教
博
物
館
は
、
そ
れ
ま
で

金
良
善
氏
が
個
人
で
所
蔵
し
て
い
た
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
会
や
朝
鮮
史

に
関
す
る
資
料
一
1

一六

0
0点
余
り
を
、
彼
が
崇
実
大
学
校
に
寄
贈
し

四
九

た
こ
と
か
ら
発
足
し
た
博
物
館
で
あ
る
（
な
お
、
同
氏
は
寄
贈
と
同

時
に
崇
実
大
学
校
に
教
授
と
し
て
奉
職
す
る
こ
と
と
な
っ
た
）
。

『
両
儀
玄
覧
図
』
が
韓
国
の
崇
実
大
学
校
に
現
存
し
て
い
る
と
い

う
情
報
が
日
本
の
学
界
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
船
越
昭
生
氏
が
「
昨

年
(
-
九
七

0
年

I

筆
者
註
）
来
日
さ
れ
た
李
燦
教
授
の
も
た
ら

さ
れ
た
情
報
に
よ
る
と
、
こ
の
久
し
く
跡
を
失
し
て
い
た
地
図
は
現

在
崇
実
大
学
図
書
館
に
蔵
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
三
十
数
年
ぶ
り
に
こ

の
世
界
唯
一
の
地
図
の
行
方
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
」
（
「
朝
鮮
に
お

け
る
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
世
界
地
図
の
影
響
」
『
人
文
地
理
』
二
三
巻

二
号
、
一
九
七
一
年
、
一
―
九
頁
）
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
一
九
七

0
年
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

崇
実
大
学
校
韓
国
基
督
教
博
物
館
が
所
蔵
す
る
『
両
儀
玄
覧
図
』

は
、
そ
も
そ
も
誰
が
、
い
つ
頃
に
朝
鮮
に
将
来
し
た
の
か
と
い
う
こ

れ
ま
で
の
通
説
に
対
す
る
疑
義
と
、
現
存
す
る
同
図
以
外
に
朝
鮮
に

『
両
儀
玄
覧
図
』
が
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
は
な
か
っ
た
の
か
、
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
朝
鮮
に
伝
来
し
た
利
瑶
賓
『
両
儀

玄
覧
図
』
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
二

0
―
輯
、
二

0
0六
年
）
で
詳
し
く

論
じ
て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
4
)

濡
陽
の
故
宮
で
所
蔵
し
て
い
た
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
現
在
、

遼
寧
省
博
物
館
で
所
蔵
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
図
の
閲
覧
に
つ
い

て
は
、
同
博
物
館
の
建
て
替
え
や
資
料
再
整
理
中
と
の
理
由
で
未
だ

調
査
出
来
な
い
状
況
に
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
現
存
す
る
『
両
儀



玄
覧
図
』
の
両
本
が
同
版
で
あ
る
か
異
版
で
あ
る
か
検
討
し
た
上
で

『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
の
比
較
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
が
、
上
記
の
よ
う
な
理
由
か
ら
直
接
原
本
を
見
て
の
比
較
検
討
は

出
来
な
い
。
し
か
し
、
遼
寧
省
博
物
館
所
蔵
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、

そ
の
大
型
の
写
真
印
画
が
『
中
国
古
代
地
図
集
•
明
代
』
（
文
物
出

版
社
、
一
九
九
四
年
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
た
め
‘
そ
れ
を
見
る
こ

と
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
比
較
検
討
は
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
以

下
、
同
書
の
写
真
印
画
か
ら
見
た
遼
寧
省
博
物
館
所
蔵
『
両
儀
玄
覧

図
』
（
以
下
、
遼
寧
省
博
物
館
本
と
略
記
す
）
の
特
徴
を
述
べ
て
み

た
い
。遼
寧
省
博
物
館
本
の
大
き
さ
は
、
同
書
に
一
二

0
0
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
X

四
四
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
。
ま
た
、
写
真
印
画
を

見
る
限
り
、
同
本
は
八
幅
か
ら
な
り
、
各
幅
の
版
木
の
切
れ
目
も
崇

実
大
学
校
韓
国
基
督
教
博
物
館
所
蔵
（
以
下
、
崇
実
大
学
校
本
と
略

記
す
）
の
も
の
と
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
各
幅
に
記
載
す
る
地
名
、

地
誌
表
記
の
位
置
、
文
字
の
形
状
も
崇
実
大
学
校
本
の
も
の
と
同
じ

で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
遼
寧
省
博
物
館
本
は
、
崇
実
大
学
校
本

の
も
の
と
一
ほ
ぼ
」
同
版
と
見
て
間
違
い
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、

両
本
を
同
版
と
見
る
に
は
少
な
か
ら
ず
不
安
も
残
る
。
な
ぜ
な
ら
ば

遼
寧
省
博
物
館
本
の
も
の
に
は
次
に
見
る
よ
う
な
特
異
な
点
が
存
在

す
る
か
ら
で
あ
る
。

先
ず
第
一
に
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
題
字
で
あ
る
。
遼

朝

鮮

学

報
（
第
二
百
六
輯
）

寧
省
博
物
館
本
を
一
見
す
れ
ば
、
題
字
の
「
玄
」
と
「
図
」
の
両
字

が
崇
実
大
学
校
本
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
な
お
、
遼
寧

省
博
物
館
本
で
は
「
覧
」
字
が
完
全
に
剥
落
し
て
い
る
）
。
題
字
が

異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
両
本
は
異
版
で
は
な
い
か
と
の

疑
い
も
わ
い
て
く
る
が
、
遼
寧
省
博
物
館
本
全
体
を
仔
細
に
見
る

と
、
同
本
の
題
字
は
、
後
年
の
墨
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ

る。
な
ぜ
な
ら
ば
、
遼
寧
省
博
物
館
本
の
第
二
の
特
徴
と
も
関
連
す
る

が
、
同
本
で
は
、
面
亜
細
亜
」
「
欧
羅
巴
」
な
ど
の
五
大
州
の
地
名
や

大
洋
•
海
洋
名
（
例
え
ば
日
本
列
島
の
東
方
に
記
載
す
る
「
東
洋
」

や
列
島
の
西
南
海
に
あ
る
「
大
明
海
」
な
ど
）
の
横
に
、
満
洲
文
字

で
同
じ
地
名
•
海
洋
名
を
墨
書
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
地
名
や
海
洋
名
の
満
洲
文
字
の
墨
色
と
題
字
で
あ
る
「
両
儀
玄
〇

図
」
の
墨
色
と
が
同
じ
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
遼
寧
省
博
物
館
本

は
、
題
字
と
満
洲
文
字
だ
け
が
異
様
に
黒
色
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
最
終
的
に
遼
寧
省
博
物
館
本
の
題
字
が
印
刷
さ
れ
た
も

の
な
の
か
、
墨
書
さ
れ
た
も
の
な
の
か
は
、
直
接
原
本
を
精
査
し
な

い
限
り
結
論
は
出
せ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
同
本
の
写
真
印
画
を
見
た

限
り
で
は
、
題
字
は
後
年
の
墨
書
と
見
て
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ

る。
こ
の
よ
う
に
、
遼
寧
省
博
物
館
本
は
、
図
中
に
満
洲
文
字
を
墨
書

し
て
い
る
と
い
う
特
色
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
も
う
一
っ

五
〇



の
特
色
は
、
五
大
洲
内
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
山
脈
に
交
互
に
薄
い

青
と
緑
で
彩
色
を
施
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
彩
色
さ
れ
て
い

る
の
は
山
脈
の
み
で
、
河
川
や
海
洋
に
着
彩
し
て
い
る
形
跡
は
見
え

な
い
。以
上
、
簡
単
に
遼
寧
省
博
物
館
本
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、
崇
実
大
学
本
と
の
相
違
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
に
気
付

く
。
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
版
本
と
し
て
両
本
は
、
同
版
と
見

て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
黄
時
黎
『
利
珊
寅
世

界
地
圏
研
究
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
四
年
）
に
お
い
て
は
、

遼
寧
省
博
物
館
本
と
崇
実
大
学
本
を
異
版
と
し
て
言
及
は
し
て
い
な

い
(
-
五
六

S
一
五
八
頁
）
。
い
ず
れ
遼
寧
省
博
物
館
本
に
つ
い
て

は
実
見
す
る
機
会
は
訪
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
精
査
し
た
結
果
に
つ

い
て
は
、
後
日
を
期
し
た
い
。

(
5
)
海
野
一
隆
「
明
•
清
に
お
け
る
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
系
世
界
図
」

（
山
田
慶
児
編
『
新
発
現
中
国
科
学
史
資
料
の
研
究
＂
論
考
篇
』
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。
同
論
文
は
、

同
氏
『
東
西
地
図
文
化
交
渉
史
研
究
』
（
清
文
堂
出
版
、
二

0
0三

年
）
に
再
収
録
。

(
6
)

『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
関
す
る
研
究
は
古
く
、
二
十
世
紀
に
入

る
や
そ
の
研
究
は
本
格
化
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
同
図
に
関
す

る
研
究
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
川
村
博
忠
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図

書
館
所
蔵
の
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
世
界
図
『
坤
輿
万
国
全
図
』
」
（
『
人

利
瑶
賓
『
両
儀
玄
覧
図
』
孜
（
鈴
木
）

五

文
地
理
』
第
四

0
巻
第
五
号
、
一
九
八
八
年
、
一
七

S
一
八
頁
）
に

簡
潔
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
本
論
で
後
述
す
る
が
、
現
存
す
る
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の

版
本
や
模
写
本
を
比
較
検
討
し
て
‘
「
九
重
天
図
」
の
八
重
天
に
記

載
す
る
年
数
、
李
之
藻
序
文
中
の
語
句
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
名
表
記
に

お
い
て
少
な
か
ら
ず
相
違
の
あ
る
こ
と
に
初
め
て
気
付
い
た
の
は
青

木
千
枝
子
「
日
本
に
現
存
す
る
『
坤
輿
万
国
全
図
』
諸
図
に
つ
い
て
」

（
『
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
会
報
』
一
〇
二
号
、
一
九
九
一
二
年
）
で

あ
っ
た
。
同
氏
は
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
は

改
訂
版
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
を
さ
ら
に
検
討
し
た
海
野
一
隆
氏
は
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
は

万
暦
三
十
年
(
-
六

0
二
）
七
月
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
、

そ
の
直
後
に
李
之
藻
の
序
文
の
み
を
改
訂
し
た
第
一
次
改
訂
版
が
出

さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
、
「
九
重
天
図
」
の
一
部
と
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
国
名
表
記
を
改
刻
し
た
第
二
次
改
訂
版
が
版
行
さ
れ
た
と
す
る
新

た
な
説
を
提
唱
し
た
（
同
氏
「
利
瑞
賓
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
諸
版
」
、

『
東
洋
学
報
』
八
七
巻
一
号
、
二

0
0五
年
）
。

『
坤
輿
万
国
全
図
』
は
版
本
で
あ
る
が
、
初
版
、
第
一
次
改
訂
版

と
も
に
版
本
は
現
存
し
て
い
な
い
。
本
論
で
言
及
す
る
現
存
明
刊
本

『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
は
、
こ
の
第
二
次
改
訂
版
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
は
、
現
在
ヴ
ァ
チ
カ
ン
図
書

館
、
宮
城
県
図
書
館
（
分
割
原
寸
大
の
も
の
が
一
九
九
七
年
に
臨
川



書
店
覆
刻
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
）
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館

（
た
だ
し
図
中
の
イ
エ
ズ
ス
会
会
章
は
削
ら
れ
て
い
る
）
、
固
立
公
文

書
館
（
た
だ
し
現
存
す
る
も
の
は
主
図
の
卵
形
世
界
図
の
み
で
あ

る
）
で
所
蔵
し
て
い
る
（
そ
れ
以
外
の
清
代
の
後
刻
本
を
含
め
た
所

蔵
先
に
つ
い
て
は
、
海
野
一
隆
氏
の
前
掲
「
利
瑶
賓
『
坤
輿
万
国
全

図
』
の
諸
版
」
、
註

(
2
)
で
詳
し
く
ふ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参

照
さ
れ
た
い
）
。

(
7
)

鮎
澤
信
太
郎
氏
は
、
上
掲
の
論
文
「
利
瑞
賓
の
両
儀
玄
覧
図
に

就
い
て
」
に
お
い
て
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
『
両
儀
玄
覧
図
』
と

の
主
な
相
違
点
に
つ
い
て
既
に
ふ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
両

図
と
も
に
大
型
の
世
界
図
で
あ
り
な
が
ら
、
形
態
が
『
坤
輿
万
国
全

図
』
の
全
六
幅
か
ら
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
全
八
福
へ
と
変
更
さ
れ
た

こ
と
。
『
坤
輿
万
国
全
図
』
第
一
幅
の
「
九
重
天
図
」
が
『
両
儀
玄

覧
図
』
に
お
い
て
は
「
十
一
重
天
図
l

に
改
刻
さ
れ
た
こ
と
。
『
坤

輿
万
国
全
図
』
中
に
記
載
さ
れ
た
六
名
に
よ
る
序
文
・
跛
文
が
、
『
両

儀
玄
覧
図
』
で
は
呉
中
明
の
序
文
を
除
い
て
他
は
全
て
別
人
の
も
の

に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の

図
中
に
記
す
地
名
・
地
誌
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

そ
の
後
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
内
容
に
言
及
す
る
論
考
で
は
、
鮎
澤

氏
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
王
綿

厚
「
利
甥
寅
『
坤
輿
万
国
全
図
』
和
『
両
儀
玄
覧
図
』
的
比
較
研
究
」

朝

鮮

学

報
（
第
二
百
六
輯
）

（
『
遼
海
文
物
学
刊
』
一
九
九
五
年
一
期
、
一
九
九
五
年
）
に
お
い
て
‘

両
図
の
「
絵
図
技
法
と
投
影
方
式
l

、
「
地
理
要
素
と
地
名
大
部
分
l

、

一
両
図
中
の
附
図
‘
附
表
と
多
数
の
図
解
」
は
同
様
で
あ
る
と
結
論

し
て
い
る
（
実
際
の
と
こ
ろ
、
地
名
の
大
部
分
は
同
様
と
述
べ
な
が

ら
、
相
違
す
る
箇
所
や
そ
の
地
名
が
何
な
の
か
具
体
例
は
あ
げ
て
い

な
い
）
。
こ
の
よ
う
に
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
「
十
一
重
天
図
」
と
中

国
人
士
大
夫
の
序
文
を
除
け
ば
、
特
に
そ
の
地
名
表
記
に
お
い
て

『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
翻
刻
と
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
も
の
と
見
な
さ

れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
地
図
学
史
研
究
者
の
間
で
、
特

段
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

さ
ら
に
は
、
「
九
重
天
図
l

と
「
十
一
重
天
図
」
と
の
相
違
に
つ

い
て
、
両
図
の
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
点
は
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
‘

天
文
図
と
し
て
「
九
重
天
図
l

と
「
十
一
重
天
図
」
と
は
、
そ
も
そ

も
ど
の
よ
う
な
内
容
の
違
い
が
あ
る
の
か
、
そ
の
よ
う
な
違
い
は
な

ぜ
出
て
き
た
の
か
‘
或
い
は
、
リ
ッ
チ
が
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
刻
版

に
お
い
て
、
な
ぜ
「
九
重
天
図
」
で
は
な
く
「
十
一
重
天
図
」
を
採

用
し
た
の
か
な
ど
と
い
う
根
本
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
な
お
、

「
+
―
重
天
図
l

の
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
本
論
で
後
述
す

る）。『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
『
両
儀
玄
覧
図
』
を
一
見
す
れ
ば
、
鮎
澤

氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
両
図
の
形
態
の
相
違
、
図
中
の
天
文
図
や
序

五



利
瑞
賓
『
両
儀
玄
覧
図
』
孜
（
鈴
木
）

文
・
跛
文
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
果
た
し
て

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
は
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
刊
行
の
一
年
後
に
、
天

文
図
以
外
に
何
ら
新
知
見
を
加
え
る
こ
と
な
く
新
た
な
世
界
図
『
両

儀
玄
覧
図
』
を
版
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
『
坤
輿
万
国
全

図
』
と
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
そ
れ
ぞ
れ
著
録
す
る
序
文
・
跛
文
の
全

文
は
、
黄
時
堕
氏
の
前
掲
書
に
附
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
8
)

一
九
三
六
年
夏
に
中
村
拓
氏
が
初
め
て
『
両
儀
玄
覧
図
』
を
調

査
し
た
時
に
撮
影
し
た
同
図
の
写
真
印
画
は
、
現
在
、
京
都
大
学
附

属
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
（
な
お
‘
そ
の
単
色
複
製
さ
れ
た
も
の

は
前
掲
の
『
地
理
学
史
研
究
』
第
I
集
に
収
載
さ
れ
て
い
る
）
。
そ

の
時
の
写
真
印
画
と
現
存
す
る
『
両
儀
玄
覧
図
』
と
を
比
較
す
る
と
‘

一
九
三
六
年
当
時
、
「
三
幅
l

、
「
五
幅
」
、
「
八
幅
」
以
外
に
、
第
四

幅
に
は
「
四
幅
」
、
第
七
幅
に
は
「
七
」
字
が
そ
れ
ぞ
れ
未
だ
に
そ

の
字
体
を
留
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

現
存
の
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
一
九
三
六
年
に
撮
影
し
た
当
時
の

も
の
に
較
べ
れ
ば
破
損
や
汚
損
の
著
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
特
に
現

存
の
も
の
は
、
第
七
幅
と
第
八
幅
の
上
部
が
一
部
土
色
と
な
り
、

所
々
破
損
し
て
い
る
（
第
八
幅
上
部
の
「
天
地
儀
」
は
い
た
る
と
こ

ろ
が
欠
け
て
い
る
）
。
写
真
印
画
で
見
る
限
り
、
一
九
一
二
六
年
当
時

ま
で
同
図
は
極
め
て
良
好
に
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
黄

柄
仁
氏
が
同
図
は
家
の
「
家
宝
」
と
し
て
代
々
伝
え
ら
れ
て
い
た
と

述
べ
る
よ
う
に
、
門
外
不
出
の
「
家
宝
」
と
し
て
家
蔵
さ
れ
て
い
た

五

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
存
す
る
も
の
は
、
上
記
の
第
七
幅
と
第

八
幅
以
外
に
も
傷
み
の
甚
だ
し
い
と
こ
ろ
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
そ

の
原
因
は
、
お
そ
ら
く
一
九
五

0
年
六
月
か
ら
始
ま
っ
た
朝
鮮
戦
争

の
際
に
、
破
損
や
焼
失
を
避
け
る
た
め
に
三
ヶ
月
間
土
中
に
埋
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

(
9
)

鮎
澤
信
太
郎
氏
の
前
掲
論
文
一
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
両
儀
玄
覧

図
に
つ
い
て
」
(
-
四
頁
）
。
ま
た
同
氏
の
前
掲
論
文
＿
利
瑶
賓
の
両

儀
玄
覧
図
に
就
い
て
」
に
は
、
「
縦
六
尺
、
横
一
―
尺
五
寸
l

と
あ
る

（
四
九
頁
）
。

(10)

崇
実
大
学
校
韓
国
基
督
教
博
物
館
が
所
蔵
す
る
『
両
儀
玄
覧

図
』
の
発
見
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の

拙
稿
「
朝
鮮
に
伝
来
し
た
利
瑞
賓
『
両
儀
玄
覧
図
』
」
で
考
察
し
て

い
る
。

(11)

崇
実
大
学
校
韓
国
基
督
教
博
物
館
の
図
録
『
合
せ
叫
卦
皿
社

丑
71号
巫
迅
「
口
百
叫
」
』
（
同
博
物
館
編
‘
二

0
0
四
年
）
に
は
、
所
蔵

す
る
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
大
き
さ
を
「
縦
一
九
九
セ
ン
チ
、
横
四
四

四
セ
ン
チ
」
と
記
載
し
て
い
る
（
三
一
六
頁
）
。

(12)

現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
『
両
儀
玄
覧
図
』
と
を
比

較
し
て
見
た
時
、
や
は
り
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
美
麗

さ
に
は
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
明
代
の
印
刷
・
出
版
文
化
と
い
う
観

点
か
ら
の
関
心
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
現



存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
第
六
幅
に
「
銭
塘
張
文
煮
過
紙
‘

万
暦
壬
寅
孟
秋
日
」
と
二
行
の
刊
記
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
彫
版
者

は
銭
塘
（
浙
江
省
）
の
張
文
煮
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
銭
塘
は
明

代
後
期
を
通
じ
て
出
版
業
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
り
（
米
山
寅
太
郎

『
図
説
中
国
印
刷
史
』
汲
古
書
院
、
二

0
0六
年
、
二

0
九

S
ニ―

二
頁
）
、
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
依
頼
者

李
之
藻
も
同
じ
浙
江
杭
州
の
仁
和
県
出
身
で
あ
る
。
彫
版
者
張
文
薫

が
自
ら
の
名
を
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
末
尾
に
署
名
し
た
の
は
、
当

時
の
慣
行
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
比
し
て
『
両
儀
玄
覧
図
』

は
彫
版
者
名
を
残
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
名
な

書
陣
の
手
を
通
さ
ず
に
版
刻
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
記
す
二
行
の
刊
記
の
存
在
は
、

リ
ッ
チ
が
作
製
し
た
世
界
図
が
ど
の
よ
う
に
印
刷
・
出
版
・
流
通
し

て
い
っ
た
の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
、
『
坤

鹿
万
国
全
図
』
が
浙
江
の
銭
塘
で
彫
版
•
印
刷
さ
れ
た
の
で
あ
れ

ば
、
実
は
そ
こ
か
ら
『
坤
輿
万
国
全
図
』
諸
版
に
関
し
て
種
々
の
問

題
が
派
生
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
は
『
両
儀
玄
覧
図
』
を
論

ず
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
問
題
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘

す
る
に
と
ど
め
た
い
。
な
お
‘
米
山
寅
太
郎
氏
の
『
図
説
中
国
印
刷

史
』
に
は
、
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
明
代
印
刷
史
上
に

お
け
る
位
置
づ
け
が
簡
単
で
は
あ
る
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
有
益
で
あ

る
(
-
九
四

S
一
九
六
頁
）
。

朝

鮮

学

報
（
第
二
百
六
輯
）

(13)

『
両
儀
玄
覧
図
』
と
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
の
相

違
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
鮎
澤
信
太
郎
一
利
瑶
賓
の
両
儀
玄
覧
図
に

就
い
て
」
、
同
「
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
両
儀
玄
覧
図
に
つ
い
て
]
で

述
べ
て
い
る
。

(14)

世
界
図
総
説
の
八
箇
所
の
相
違
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
『
坤
輿

万
国
全
図
』
で
は
、
一
行
目
「
地
輿
海
本
是
園
形
而
合
為
一
球
」
、
「
居

天
球
之
中
誠
如
難
子
黄
」
、
三
行
目
「
地
之
東
西
南
北
各
一
週
有
九

萬
里
」
、
四
行
目
「
以
身
之
所
居
分
上
下
者
未
然
也
」
、
六
行
目
「
日

南
北
亜
墨
利
加
曰
墨
瓦
蛾
泥
加
」
、
七
行
目
「
西
至
河
摺
亜
諾
消
即

此
州
」
、
九
行
目
「
毎
十
度
為
一
方
以
免
雑
胤
依
]
と
な
っ
て
い
る

が
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
で
は
、
一
行
目
「
地
典
海
本
是
園
形
合
而
為

一
球
l

、
「
居
天
球
之
中
載
如
雛
子
黄
]
‘
三
行
目
＿
地
之
東
西
南
北

各
一
週
有
萬
里
」
、
四
行
目
「
以
身
之
所
居
分
上
下
未
然
也
」
、
六
行

目
「
日
南
北
亜
黙
利
加
日
黙
瓦
蠍
泥
加
」
、
七
行
目
「
西
至
河
摺
正

諾
愴
即
此
州
」
、
九
行
目
「
毎
十
度
為
一
方
以
免
裸
胤
依
」
と
な
っ

て
い
る
。
『
両
儀
玄
覧
図
』
三
行
目
の
「
萬
里
」
や
六
行
目
の
「
亜

黙
利
]
‘
七
行
目
の
「
河
摺
正
諾
愴
」
な
ど
は
誤
刻
と
見
て
間
違
い

あ
る
ま
い
。
さ
ら
に
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
で
は
、
著
者
名
が
「
利

甥
賓
撰
」
と
明
確
に
記
名
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
両
儀
玄
覧

図
』
で
は
、
著
者
名
が
省
か
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
相
違
が
あ
る
。

(15)

海
野
一
隆
氏
の
前
掲
論
文
「
利
瑞
賓
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
諸

版
「

五
四



利
瑞
賓
『
両
儀
玄
覧
図
』
孜
（
鈴
木
）

(16)

海
野
一
隆
氏
の
前
掲
論
文
「
利
瑶
賓
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
諸

版
」
に
よ
れ
ば
、
現
存
し
て
い
な
い
『
坤
輿
万
国
全
図
』
初
版
の
模

写
本
は
、
日
本
国
内
に
土
浦
市
立
博
物
館
所
蔵
『
坤
輿
万
国
全
図
』

を
始
め
と
し
て
二
十
七
点
の
所
蔵
が
確
認
で
き
、
第
一
次
改
訂
版
の

模
写
本
は
、
東
洋
文
庫
所
蔵
清
代
模
写
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
比

定
で
き
る
と
い
う

(
1
0三

s
1
0六
頁
）
。

と
こ
ろ
で
、
海
野
一
隆
氏
は
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
初
版
が
万
暦

三
十
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
直
後
に
、
版
木
を
所
有
す
る
李
之
藻
が

自
ら
の
序
文
を
改
刻
し
て
第
一
次
改
訂
版
を
版
行
し
、
第
二
次
改
訂

版
は
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
指
示
に
よ
っ
て
李
之
藻
が
所
持
す
る
版

木
の
「
九
重
天
図
」
の
一
部
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
と
そ
の
沖

合
の
註
記
を
改
訂
し
て
刊
行
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
リ
ッ

チ
の
指
示
に
よ
っ
て
第
二
次
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
の
は
、
版
木
を
所

有
す
る
李
之
藻
が
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
時
で
あ
ろ
う
と
し
て
（
リ

ッ
チ
は
自
ら
の
回
想
記
[
川
名
公
平
訳
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
』

二
、
大
航
海
時
代
叢
書
第
二
期
八
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、
一

六
O
S
一
六
二
頁
]
で
‘
「
李
之
藻
は
郷
里
へ
帰
る
時
に
版
木
も
一

緒
に
持
ち
帰
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
）
、
「
彼
の
郷
里
は
杭

州
で
あ
り
、
帰
郷
と
い
う
の
は
年
代
的
に
見
て
福
建
学
政
に
任
命
さ

れ
て
北
京
を
発
っ
た
万
暦
三
十
一
年
七
月
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
は

ず
で
あ
る
」
と
述
べ
、
こ
れ
を
根
拠
に
し
て
、
第
二
次
改
訂
版
は
万

暦
三
十
一
年
七
月
以
前
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
断
定

五
五

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
リ
ッ
チ
が
「
李
之
藻
が
郷
里
へ
帰
る
時
に
版
木
も
一
緒

に
持
ち
帰
っ
た
」
と
述
べ
る
持
ち
帰
っ
た
時
期
を
福
建
学
政
に
任
命

さ
れ
た
万
暦
三
十
一
年
七
月
と
限
定
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
時

期
を
限
定
す
る
こ
と
よ
り
も
、
ま
ず
現
存
明
刊
本
『
坤
輿
万
国
全
図
』

と
『
両
儀
玄
覧
図
』
の
内
容
を
比
較
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
主
題
と
は
関
係
な
い
が
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
に
記
載
す

る
李
之
藻
序
文
の
相
違
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
た
い
。
初
版
で
は

「
元
朱
思
本
蜜
方
分
里
」
（
初
行
）
、
「
語
不
云
乎
在
夷
則
進
」
（
二
十

二
行
）
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
第
一
次
改
訂
版
で
は
「
唐
買
南
皮

書
寸
分
里
」
（
初
行
）
、
「
異
人
異
書
世
不
易
邁
」
（
二
十
二
行
）
と
訂

正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
改
刻
は
李
之
藻
が
勝
手
に
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。
中
国
に
お
け
る
地
図
学
の
発
生
を
元
朝
の
朱
思
本
と
す
る
よ
り

も
、
も
っ
と
古
い
唐
朝
の
買
耽
に
ま
で
た
ど
ら
せ
た
い
李
之
藻
の
思

い
が
こ
う
し
た
改
刻
を
行
わ
せ
た
動
機
で
あ
る
（
海
野
一
隆
氏
の
前

掲
論
文
「
利
珊
賓
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
諸
版
」
一

0
二

s
1
0三

頁
）
。
勿
論
、
李
之
藻
の
改
刻
に
リ
ッ
チ
は
一
切
関
わ
っ
て
い
な
い
。

(17)

船
越
昭
生
「
『
坤
輿
萬
國
全
圏
』
と
鎖
国
日
本
」
（
『
東
方
学
報
』

四
一
輯
、
一
九
七

0
年
、
六
四
―
頁
）
。

(18)

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
村
治
能
就
訳
）
『
宇
宙
論
』
（
『
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
全
集
』
第
5
巻
に
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
）
。



(
1
9
)尾
原
悟
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
科
学
思
想
~
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス

著
「
天
球
論
l

の
研
究
l

(

『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
第
一
〇
輯
、
キ
リ

シ
タ
ン
文
化
研
究
所
、
一
九
六
五
年
、
一
四
九
頁
）
。
同
書
に
は
尾

原
悟
氏
に
よ
る
一
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
著
『
天
球
論
』
（
試
訳
ご
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
試
訳
は
、
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
中
国
人
士

大
夫
に
語
っ
た
で
あ
ろ
う
天
文
学
や
気
象
学
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の

も
の
で
あ
っ
た
の
か
知
る
う
え
に
お
い
て
有
益
で
あ
る
。
本
項
の
叙

述
に
お
い
て
は
上
記
論
文
を
参
考
と
し
て
い
る
。

(20)

朱
子
の
宇
宙
論
・
天
体
論
に
つ
い
て
は
、
山
田
慶
兒
『
朱
子
の

自
然
学
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
）
を
参
照
し
た
。

(21)

山
田
慶
兒
、
前
掲
書
‘
七
四
頁
。

(22)

尾
原
悟
、
前
掲
論
文
、
一
七

O
S七
一
頁
。

(23)

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
は
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
を
刊
行
し
た
約
二
年

後
（
万
暦
三
十
三
年
頃
）
に
、
天
文
書
で
あ
る
『
乾
坤
体
義
』
を
出

版
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
乾
坤
体
図
」
と
題
し
て
『
両
儀
玄
覧

図
』
の
「
十
一
重
天
図
」
と
同
じ
天
文
図
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

さ
す
が
に
第
十
一
重
天
に
「
天
主
上
帝
発
見
天
堂
諸
神
聖
所
居
永
静

不
動
」
と
版
刻
す
る
に
躊
躇
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
単
に
「
第
十
一

重
永
静
不
動
」
と
記
載
す
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
『
乾
坤
体
義
』
は
、

管
見
の
限
り
で
は
、
原
刊
本
を
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
が
不
明
の
た
め
、

『
欽
定
四
庫
全
書
』
、
子
部
に
所
収
さ
れ
て
い
る
も
の
を
利
用
し
た
。

『
乾
坤
体
義
』
に
は
‘
『
坤
輿
万
国
全
図
』
と
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
掲

朝

鮮

学

報
（
第
二
百
六
輯
）

載
す
る
世
界
図
総
説
と
天
文
図
総
説
な
ど
が
そ
の
ま
ま
転
載
さ
れ
て

い
る
。

(24)

「
+
―
重
天
図
l

に
つ
い
て
‘
当
時
の
中
国
人
士
大
夫
が
ど
の

よ
う
な
反
応
を
見
せ
た
の
か
、
そ
の
詳
細
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い

が
、
鮎
澤
信
太
郎
氏
は
前
掲
の
「
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
両
儀
玄
覧
図

に
つ
い
て
]
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
に
同
図
を
閲
覧
し
た
西
川
如
見

が
「
＋
一
天
ノ
説
ア
リ
ト
云
ド
モ
無
用
ノ
義
也
」
と
述
べ
た
り
、
彼

の
子
で
あ
る
西
川
正
休
が
「
十
一
天
J
説
ア
リ
ト
雖
ド
モ
‘
此
天
ノ

用
ヲ
知
ラ
ズ
l

と
述
べ
‘
批
判
的
に
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る

(
-
O
S
一
三
頁
）
。

(25)

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
は
『
天
主
実
義
』
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
天

主
と
は
如
何
な
る
存
在
で
あ
る
の
か
、
天
堂
と
は
如
何
な
る
所
か
を

説
い
て
い
る
が
、
同
書
、
上
巻
の
首
篇
「
天
主
ガ
始
メ
テ
天
地
万
物

ヲ
制
シ
、
而
シ
テ
主
宰
シ
コ
レ
ヲ
安
養
ス
ル
コ
ト
ヲ
論
ズ
（
論
天
主

始
制
天
地
万
物
、
而
主
宰
安
養
之
）
」
に
お
い
て
、
太
陽
や
月
、
惑

星
が
そ
れ
ぞ
れ
の
天
空
を
居
場
所
と
し
て
‘
乱
れ
ず
に
安
定
し
て
い

る
の
は
、
尊
い
主
宰
者
（
天
主
上
帝
）
が
天
空
に
お
い
て
秩
序
正
し

く
主
宰
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
至
如
日
月
星
辰
、

並
麗
手
天
、
各
以
天
為
本
慮
所
、
（
中
略
）
倫
無
尊
主
斡
旋
主
宰
‘

其
間
能
免
無
惇
乎
）
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
リ
ッ
チ
の
一
連
の
世
界
図
作
製
と
彼
の
天

主
教
布
教
と
の
関
連
に
つ
い
て
言
及
し
た
論
考
は
な
い
よ
う
で
あ
る

五
六



利
瑞
賓
『
両
儀
玄
覧
図
』
孜
（
鈴
木
）

が
、
『
天
主
実
義
』
の
首
篇
に
お
い
て
、
天
主
が
主
宰
す
る
天
と
地

の
世
界
を
説
明
す
る
際
に
、
「
両
儀
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る

（
ソ
レ
天
ハ
高
明
ニ
シ
テ
上
カ
ラ
覆
イ
、
地
ハ
廣
厚
ニ
シ
テ
下
カ
ラ

載
ス
、
コ
レ
ヲ
分
ケ
レ
バ
両
儀
ト
ナ
シ
、
コ
レ
ヲ
合
セ
レ
バ
宇
宙
卜

ナ
ス
[
夫
天
高
明
上
覆
ヽ
地
廣
厚
下
載
ヽ
分
之
為
両
儀
ヽ
合
之
為
宇

宙
]
°
リ
ッ
チ
が
使
う
一
両
儀
」
と
い
う
言
葉
は
‘
お
そ
ら
く
は
『
易

経
』
「
繋
辞
上
」
に
あ
る
「
易
二
太
極
ア
リ
、
コ
レ
両
儀
ヲ
生
ズ
‘

両
儀
、
四
象
ヲ
生
ジ
、
四
象
、
八
卦
ヲ
生
ズ
l

を
意
識
し
て
の
こ
と

で
あ
ろ
う
）
。
こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、
『
坤
輿
万
同
全
図
』
と
は

異
な
り
、
『
両
儀
玄
覧
図
』
は
、
天
主
教
信
徒
‘
或
い
は
天
主
教
に

関
心
を
持
つ
人
々
を
対
象
に
し
て
作
製
さ
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
天
主

教
布
教
の
一
方
策
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ

と
も
推
測
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
リ
ッ
チ
の
一
連
の
世
界
図
作
製
と
天
主
教
布
教
と
の
関
連
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
‘
『
天
主
実
義
』
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
柴
田
篤
氏
の
邦
訳
『
天
主
実
義
』
（
平
凡
社
東
洋

文
庫
、
―

1
0
0六
年
）
が
有
益
で
あ
り
、
本
項
で
も
参
考
と
し
て
い

る。
(26)

海
野
一
隆
、
前
掲
論
文
「
利
瑶
賓
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
諸
版
」

(
I
O
I
―¥
O六
頁
）
。

(27)

拙
稿
一
朝
鮮
儒
学
者
李
眸
光
の
世
界
地
理
認
識
」
（
『
朝
鮮
学
報
』

一
九
―
―
輯
、
二

0
0
四
年
、
五
三
＼
五
七
頁
）

五
七

(28)

鄭
若
曽
『
壽
海
図
編
』
（
嘉
靖
四
十
一
年
[
-
五
六
二
]
年
刊
）
、

巻
―
―
―
-
「
経
略
兵
器
」
条
に
「
佛
郎
機
式
」
と
い
う
砲
の
絵
を
載
せ
‘

そ
の
記
事
に
「
刑
部
尚
書
顧
應
祥
云
ウ
‘
佛
郎
機
ハ
国
名
ナ
リ
、
銃

名
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
＿
佛
郎
機
]
の
呼
称
の
意
味
す

る
も
の
が
何
で
あ
る
の
か
、
中
国
人
に
は
以
前
か
ら
混
乱
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
万
暦
元
年
(
-
五
七
三
）
に
刊
行
さ
れ
た

厳
従
簡
『
殊
域
周
杏
録
』
、
巻
九
「
佛
郎
機
」
条
で
は
、
「
佛
郎
機
」

同
の
地
理
・
歴
史
を
取
り
上
げ
る
と
同
時
に
、
「
佛
郎
機
銃
」
と
し

て
火
砲
の
説
明
も
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
殊
域
周
容
録
』
に
お

い
て
も
「
別
二
番
国
ノ
佛
郎
機
ト
イ
ウ
モ
ノ
有
リ
、
前
代
ニ
ハ
中
国

二
通
ゼ
ズ
、
或
イ
ハ
云
ウ
、
コ
レ
哺
勃
利
国
ノ
名
ヲ
更
メ
ル
ナ
リ

（
別
有
番
国
佛
郎
機
者
、
前
代
不
通
中
国
、
或
云
哺
勃
利
国
之
更
名

也
）
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
＿
佛
郎
機
」
国
は
、
現

在
の
東
南
ア
ジ
ア
海
域
に
位
置
し
て
い
た
「
哺
勃
利
国
（
ラ
ン
ブ

リ
)
]
（
現
在
の
ス
マ
ト
ラ
西
北
部
）
の
別
名
で
は
な
い
か
と
認
識
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

(29)

リ
ッ
チ
が
「
彿
郎
機
」
と
い
う
漢
語
を
使
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
‘

海
野
一
隆
氏
は
前
掲
論
文
「
利
瑶
賓
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
諸
版
」

で
、
「
（
彿
郎
機
の
誤
称
に
つ
い
て
は
）
リ
ッ
チ
も
こ
の
こ
と
は
承
知

し
て
お
り
、
最
初
は
注
記
と
し
て
そ
の
こ
と
を
説
明
し
て
い
た
わ
け

で
あ
る
が
、
注
記
程
度
で
は
不
十
分
と
考
え
、
国
名
表
記
そ
の
も
の

の
変
更
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」

(
1
0六
頁
）
と
述
べ
る
に
と



ど
ま
っ
て
い
る
。

改
訂
前
の
『
坤
輿
万
国
全
図
』
初
版
の
模
写
本
が
世
界
で
日
本
に

の
み
現
存
す
る
、
そ
れ
も
二
十
点
余
り
に
も
わ
た
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
海
野
一
隆
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
リ
ッ
チ
が
回
想
記
（
前
掲

書
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
』
一
、
一
九
八
二
年
‘
四
一
五
頁
）

で
、
中
国
で
刻
版
し
た
自
ら
の
一
連
の
世
界
図
や
『
天
主
実
義
』
な

ど
は
、
マ
カ
オ
や
日
本
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
も
送
っ
た
と
書
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
初
版
『
坤
輿
万
国
全
図
』
も
い
ち
早
く
日
本
に
も
た

ら
さ
れ
た
た
め
、
そ
こ
で
模
写
本
が
作
製
さ
れ
る
可
能
性
が
高
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
（
海
野
一
隆
氏
の
前
掲
論
文
「
利
瑶
賓
『
坤
輿
万
国

全
図
』
の
諸
版
」
一
〇
七
頁
、
及
び
同
氏
＿
深
田
正
室
の
万
国
全
図
、

準
天
儀
、
自
鳴
鐘
」
『
上
浦
市
立
博
物
館
紀
要
』
八
号
、
一
九
九
七
年
、

同
論
文
は
、
同
氏
の
前
掲
『
東
西
地
図
文
化
交
渉
史
研
究
』
に
再
収

録）。こ
う
し
た
点
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
初
版

『
坤
輿
万
国
全
図
』
を
見
て
、
リ
ッ
チ
に
「
彿
郎
機
」
の
誤
り
を
指

摘
し
た
可
能
性
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

(30) 
L
o
u
i
s
 
P
f
i
s
t
e
r
,
 
N
o
t
i
c
e
s
 
b
i
o
g
r
a
p
h
i
q
u
e
s
 
e
t
 
b
i
b
l
i
o
'
 

g
r
a
p
h
i
q
u
e
s
 s
u
r
 les 
J
e
s
u
i
t
e
s
 
d
e
 l
 
,
 a
n
c
i
e
n
n
e
 m
i
s
s
i
o
n
 d
e
 

C
h
i
n
e
.
 1
5
5
2
-
1
7
7
3
.
 
2
v
o
l
s
. C
h
a
n
g
'
h
a
i
,
 
1
9
3
2
-
3
4
 
--14車
自
は
、

中
国
に
滞
留
し
た
四
六

0
名
余
り
に
の
ぼ
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
ら
の
伝

記
で
あ
る
。
マ
ヌ
エ
ル
・
デ
ィ
ア
ス
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
（
七
四

朝

鮮

学

報
（
第
二
百
六
輯
）

S
七
七
頁
）
で
簡
潔
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

(31)

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
が
「
彿
郎
機
l

か
ら
「
波
年
杜
局
ホ
l

へ
、
さ
ら
に
は
「
波
爾
杜
瓦
爾
l

へ
と
年
を
追
う
ご
と
に
改
訂
さ
れ

て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
は
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
死

去
し
た
万
暦
三
十
八
年
(
-
六
一

0
)
に
来
華
し
た
イ
タ
リ
ア
人
宣

教
師
ジ
ュ
リ
オ
・
ア
レ
ー
ニ

(
J
u
l
e
s
A
l
e
n
i
漢
名
は
文
儒
略
、
一

五
八
二
＼
一
六
四
九
）
が
天
啓
示
三
年
(
-
六
ニ
―
―
-
）
に
杭
州
で
開

版
し
た
世
界
地
理
誌
『
職
方
外
紀
』
の
中
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
名
を

「
破
爾
都
瓦
爾
l

と
し
て
い
る
事
実
か
ら
も
頷
け
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

し
か
し
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
を
二
度

に
わ
た
っ
て
改
訂
し
、
中
国
人
へ
の
理
解
に
努
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
努
力
は
実
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
康

煕
十
七
年
（
ニ
ハ
七
八
）
に
編
纂
が
始
ま
っ
た
『
明
史
』
で
は
、
そ

の
巻
一
―
―
―
一
五
「
佛
郎
機
伝
」
に
「
佛
郎
機
ハ
満
剌
加
[
マ
ラ
ツ
ヵ
]

ニ
近
シ
、
正
徳
中
[
-
五

0
六

S
ニ
―
]
、
満
刺
加
J
地
二
檬
リ
‘

ソ
ノ
王
ヲ
逐
ウ
、
十
三
年
[
-
五
:
ハ
]
二
使
臣
加
必
丹
末
ラ
ヲ
遣

シ
、
方
物
ヲ
貢
ス
（
佛
郎
機
近
満
剌
加
、
正
徳
中
墟
満
剌
加
地
‘
逐

其
王
、
十
三
年
遣
使
臣
加
必
丹
末
等
、
貢
方
物
）
」
と
あ
り
、
未
だ

に
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
「
佛
郎
機
」
と
認
識
し
て
お
り
、
中
国
人
の
世
界

地
理
認
識
に
対
す
る
リ
ッ
チ
ら
の
貢
献
が
な
か
っ
た
か
の
如
く
で
あ

る
。
『
明
史
』
の
こ
の
記
事
は
、
早
く
船
越
昭
生
「
『
坤
輿
萬
國
全
欄
』

五
八



利
瑞
賓
『
両
儀
玄
覧
図
』
孜
（
鈴
木
）

と
鎖
国
日
本
」
（
『
東
方
学
報
』
四
一
輯
、

三
三
頁
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(32)

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
世
界
図
作
製
の
際
に
利
用
し
た
西
欧
製
世

界
図
や
地
理
書
の
原
拠
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
種
々
議
論
さ
れ
て

き
た
が
、
世
界
図
の
図
形
に
つ
い
て
は
、
。
フ
ラ
ン
キ
ウ
ス

(Peter

P
l
a
n
c
i
u
s

―
五
五
二
＼
一
六
二
二
）
が
一
五
九
二
年
に
刊
行
し
た

世
界
図
を
も
と
に
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
海
野
一
隆

「
神
宮
文
庫
所
蔵
の
南
蛮
系
世
界
図
と
南
洋
カ
ル
タ
l

、
有
坂
隆
道
編

『
日
本
洋
学
史
の
研
究
』
所
収
、
創
元
社
、
一
九
八
九
年
、
同
論
文
は
、

同
氏
、
前
掲
書
『
東
西
地
図
文
化
交
渉
史
研
究
』
に
再
所
録
さ
れ
て

い
る
）
。
し
か
し
、
オ
ル
テ
リ
ウ
ス

(
A
b
r
a
h
a
m
Orterius

―
五

―
―
七
＼
九
八
）
や
メ
ル
カ
ト
ー
ル

(
G
e
r
h
a
r
d
K
r
e
m
e
r
 M
e
r
c
a
t
o
r
 

一
五
―
―
-
＼
九
四
）
の
世
界
図
が
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
確
た

る
証
拠
も
な
い
（
船
越
昭
生
、
前
掲
論
文
「
『
坤
輿
萬
國
全
圏
』
と

鎖
国
日
本
」
、
六
六
六

S
六
七

0
頁
）
。
い
ず
れ
に
し
ろ
‘
リ
ッ
チ
が

利
用
し
た
世
界
図
は
複
数
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
『
坤
輿
万
国
全

図
』
や
『
両
儀
玄
覧
図
』
に
記
載
さ
れ
た
地
誌
的
註
記
が
ど
の
よ
う

な
原
拠
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
‘
こ

れ
ま
で
本
格
的
に
研
究
さ
れ
て
は
い
な
い
。

(33) 
Pfister, 
L
o
u
i
s

前
掲
書
（
五
一
＼
七
一
二
頁
）
。

(34)

そ
も
そ
も
海
野
一
隆
氏
が
『
坤
輿
万
国
全
図
』
第
二
次
改
訂
版

は
万
暦
三
十
一
年
七
月
以
前
に
改
刻
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
九
七

0
年
、
六
―
―
-
―
-
¥

五
九

と
強
調
す
る
の
は
、
リ
ッ
チ
が
回
想
記
で
、
万
暦
―
二
十
二
年
に
王
宮

か
ら
六
幅
の
世
界
図
を
絹
布
に
印
刷
し
て
十
二
組
ほ
し
い
と
依
頼
さ

れ
た
時
に
、
『
坤
輿
万
国
全
図
』
の
版
木
は
李
之
藻
が
郷
里
に
持
ち

帰
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
も
う
一
本
の
エ
人
模
刻
本
の
版
木
も
そ
の
年

の
豪
雨
で
壊
れ
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
前
掲
書

『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
』
二
、
一
九
八
三
年
、
一
六

O
S
一
六

二
頁
）
。
つ
ま
り
王
宮
か
ら
依
頼
を
受
け
た
万
暦
三
十
二
年
の
時
に

は
、
版
木
は
李
之
藻
が
郷
里
に
持
ち
帰
っ
て
お
り
、
リ
ッ
チ
の
指
示

が
な
け
れ
ば
到
底
で
き
な
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
名
表
記
や
「
九
重
天

図
」
の
改
刻
は
、
当
然
、
李
之
藻
が
北
京
を
離
れ
る
万
暦
一
二
十
一
年

七
月
ま
で
に
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。し
か
し
、
同
時
に
海
野
氏
は
‘
万
暦
三
十
二
年
に
王
宮
か
ら
依
頼

さ
れ
て
リ
ッ
チ
ら
が
作
製
し
た
世
界
図
は
、
一
時
北
平
歴
史
博
物
館

で
所
蔵
し
て
い
た
図
像
追
加
手
書
き
『
坤
輿
万
国
全
図
』
（
絹
布
本
、

現
在
は
行
方
不
明
）
で
あ
る
と
し
、
現
在
南
京
博
物
院
で
所
蔵
す
る

同
図
の
模
写
本
を
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
模

写
本
の
内
容
は
、
李
之
藻
の
序
文
の
み
改
刻
さ
れ
て
お
り
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
国
名
は
「
彿
郎
機
」
と
表
記
し
、
「
九
重
天
図
」
も
初
版
の
ま
ま
‘

つ
ま
り
『
坤
輿
万
国
全
図
』
第
一
次
改
訂
版
と
同
様
な
の
で
あ
る
。

北
平
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
た
図
像
追
加
手
書
き
『
坤
輿
万

国
全
図
』
は
、
絹
布
本
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
内
容
（
当
時
西
欧
で
流



布
し
て
い
た
海
獣
や
船
舶
が
描
か
れ
て
い
る
）
か
ら
い
っ
て
も
、
王

宮
か
ら
依
頼
さ
れ
た
十
二
組
の
世
界
図
の
中
の
一
本
で
あ
ろ
う
。
も

し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
万
暦
三
十
一
年
七
月
ま
で
に
改
刻
さ
れ
て

い
た
と
す
る
「
波
爾
杜
瓦
爾
」
の
国
名
や
八
重
天
の
「
二
十
八
宿
天

四
萬
九
千
年
」
が
王
宮
か
ら
依
頼
さ
れ
た
世
界
図
に
も
活
か
さ
れ
て

い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

リ
ッ
チ
が
王
宮
か
ら
絹
布
に
印
刷
し
た
も
の
を
献
上
す
る
よ
う
依

頼
さ
れ
た
と
し
て
も
、
版
木
で
も
っ
て
絹
布
に
印
刷
す
る
の
は
ほ
ぼ

不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
絹
布
に
手
書
き
さ
れ

朝

鮮

学

報
（
第
二
百
六
輯
）

た
も
の
が
献
上
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
そ
も

そ
も
李
之
藻
の
所
有
す
る
版
木
は
必
要
あ
る
ま
い
。

こ
れ
以
上
の
推
測
や
憶
測
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
リ
ッ

チ
の
回
想
記
そ
の
も
の
に
も
問
題
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
（
海
野

―
隆
氏
は
上
掲
論
文
で
、
回
想
記
に
リ
ッ
チ
の
誤
解
や
想
像
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
[
-
―
三
頁
『
平
川
祐
弘
『
マ
テ
オ
・
リ

ッ
チ
伝
』

I

[
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
、
四
八
頁
]
に
も
同
様
な
指

摘
が
あ
る
）
。

（
富
山
大
学
教
授
）

六
〇



On Matteo Ricci (利瑞賓）'sYangwihyeonrando (両儀玄覧図）

SUZUKI Nobuaki 

The Yangwihyeonrando, which is owned by the Korean Christian 

Museum at Sungsil University in Korea, is a world map published in China 

by the Jesuit Matteo Ricci in 1603. The Yangwihyeonrando, together with 

the Gonyomangu枷ondo(坤輿万国全図） produced by the same Ricci 

in 1602, are well known world maps. Although the Yangwihyeonrando 

was published around the same time as the Gonyomangukjeondo, not 

much research on the Yangwihyeonrando has been carried out. This study 

analyzes the contents of Yangwihyeonrando from a bibliographic point of 

view, and therefore, the characteristics were explained in comparison with 

the various editions of the Gonyomangu材eondo.As a result, the following 

points became clear. First, regions of the Yangwihyeonrando were 

rewritten in two places: the country Portugal and Andalucia of Spain. Why 

was such a revision made? We assume that the rewrite probably involved 

Jesuit missionaries other than Matteo Ricci. The second point is in regard 

to the contents of the eleven layers of heaven (十一重天図） mentioned 

in the Yangwihyeonrando. This astronomical figure demonstrates a 

special feature when compared with the Gonyomangukjeondo. We 

can presume that this astronomical figure, however, was probably not 

accepted by Chinese intellectuals. Furthermore, based on the contents of 

the Yangwihyeonrando, an approximation of the Gonyomangukjeondo s 
original year of publication was made. 




